
おかげさまで
広報須坂は900号を

迎えることができました

　900号、75年広報須坂を発行し続けてきました。

　今月号は特別企画として、過去の広報須坂を振

り返り、75の数字にまつわる２人と、東京オリン

ピックが開催されるため、須坂市出身で４大会に

連続出場したオリンピアン１人が登場します。

感

謝

第1号 1946年4月5日

第450号1983年8月1日

第150号1958年8月1日

第600号1996年2月1日

第300号1971年2月1日

第750号2008年8月1日



・２・

１
９
２
４
年
が
創
刊
、
１
９
４
６
年
か
ら
再
刊

　

１
９
２
４
（
大
正
13
）
年
４
月
25
日
に
『
須
坂
町
報
』が
創
刊
し
、
そ
の
後
、
県

内
の
新
聞
・
雑
誌
の
整
理
、
統
合
に
よ
り
、
１
９
４
０
（
昭
和
15
）
年
10
月
31
日
・

第
２
１
３
号
で
廃
刊
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
１
９
４
６
（
昭
和
21
）
年
４
月

５
日
に
再
刊
し
、
本
号
で
９
０
０
号
を
迎
え
ま
す
。

　

須
坂
は
町
か
ら
市
に
変
わ
り
、
時
代
も
大
正
、
昭
和
、
平
成
、
令
和
と
変
わ

っ
て
い
ま
す
。

　

名
称
も
『
須
坂
町
報
』
か
ら
『
須
坂
市
報
』
、『
市
報
す
ざ
か
』
、『
広
報
す
ざ
か
』
、

『
広
報
須
坂
』と
変
わ
り
ま
し
た
が
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
情
報
を
届
け
る
役
割
は

変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
に
親
し
ま
れ
読
ま
れ
る
『
広
報
須
坂
』

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
回
は
過
去
の
記
事
か
ら
須
坂
の
様
子
を
振
り
返
り
ま
す
。

2021年２月号

1946年４月５日に発行した『須坂町報』。
物資の不足、特に紙不足もあったが、町広報の
重要性と町政の明朗化のため、再刊した。



2021年２月号・３・

　900号特別企画　

●
須
坂
市
こ
こ
に
誕
生

●
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　

１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
10
月
10
日
か
ら

10
月
24
日
ま
で
東
京
都
で
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
須
坂
市

で
も
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
た
り
、
須
坂
市

出
身
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
が
出
場
し
て
、

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
市
民
体
育
祭

　

１
９
６
４
年
９
月
１
日
・
第
２
２
３
号

で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
と
市
政

10
周
年
を
祝
っ
て
、
10
月
４
日
に
市
民
体

育
祭
を
市
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
う
こ
と
を

広
報
し
て
い
ま
す
。
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

ロ
ー
ド
レ
―
ス
、
小
学
生
リ
レ
ー
、
区
対

抗
千
メ
ー
ト
ル
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
（
１

チ
ー
ム
10
人
）
な
ど
大
勢
参
加
で
き
る
種

　

１
９
５
４
（
昭
和
29
）
年
４
月
１
日
、
長

野
県
で
７
番
目
の
市
と
し
て
須
坂
市
が
誕

生
し
ま
し
た
。

目
で
、
区
や
学
校
な
ど
を
通
し
て
参
加
を

依
頼
し
、
出
場
者
は
４
千
人
を
越
す
と
見

込
ん
で
い
ま
す
。

市
初
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手　

　

10
月
１
日
・
第
２
２
４
号
で
は
、
上
中

町
出
身
の
塚
本
公
樹
さ
ん
（
22
歳
・
早
稲

田
大
学
４
年
ボ
ー
ト
部
主
将
）
が
、
ボ
ー

ト
の
か
じ
な
し
フ
ォ
ア
の
日
本
代
表
と
し

て
出
場
し
ま
す
。

　

須
坂
市
出
身
で
初
め
て
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
出
た
の
は
塚
本
さ
ん
で
す
。
し
か
も
、

海
の
な
い
長
野
県
か
ら
ボ
ー
ト
選
手
が
出

た
と
い
う
こ
と
で
ス
ポ
ー
ツ
界
の
注
目
を

集
め
て
い
ま
す
。

　

９
月
18
日
に
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大

会
選
手
塚
本
公
樹
君
後
援
会
」
が
結
成
さ

れ
た
と
記
事
に
書
か
れ
て
い
ま
す
。

市
制
の
実
現

　

１
９
５
０
年
か
ら
続
い
た
、
須
坂
町
、

豊
洲
村
お
よ
び
日
野
村
の
町
村
合
併
協
議

の
懸
案
事
項
は
、
１
９
５
３
年
２
月
18
日

須
坂
町
か
ら
合
併
の
申
し
入
れ
に
対
し
、

同
年
９
月
２
日
に
豊
洲
村
、
同
年
10
月
３

日
に
日
野
村
か
ら
合
併
の
申
し
入
れ
に
対

す
る
回
答
書
で
は
、
両
村
か
ら
合
併
の
承

諾
を
得
、
同
年
11
月
23
日
関
係
町
村
議
会

で
議
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
て
、
同
年
12

月
１
日
・
第
94
号
『
須
坂
町
報
』で
は
、
須

坂
市
の
実
現
は
明
春
４
月
１
日
と
伝
え
て

い
ま
す
。

２
月
11
日
か
ら
誕
生
す
る
須
坂
町

　

１
９
５
４
年
２
月
１
日
・
第
96
号
で
は
、

１
９
５
３
年
12
月
23
日
に
、
関
係
町
村
長

な
ら
び
に
議
長
連
署
の
上
、
協
定
調
印
式

が
行
わ
れ
、
２
月
11
日
か
ら
須
坂
、
日
野
、

豊
洲
１
町
２
カ
村
を
廃
止
し
、
そ
の
区
域

を
も
っ
て
新
た
な
須
坂
町
が
誕
生
し
、
面

積
は
28
・
43
㎢
、
人
口
は
３
０
６
４
３
人

と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

須
坂
市
報

　

４
月
１
日
の
市
制
の
施
行
に
伴
い
、
４

月
１
日
・
98
号
か
ら
広
報
紙
の
名
称
が
『
須

坂
市
報
』
に
変
更
し
ま
し
た
。

　

市
の
誕
生
に
よ
り
、
こ
の
４
月
い
っ
ぱ

い
記
念
行
事
が
続
き
ま
し
た
。
須
坂
駅
前

広
場
に
は
長
野
電
鉄
と
市
役
所
に
よ
る
祝

賀
ア
ー
チ
が
建
て
ら
れ
、
電
鉄
で
は
長
野

―
須
坂
間
の
バ
ス
、
電
車
な
ど
に
、
市
制

祝
賀
の
装
飾
を
し
て
走
っ
た
り
と
、
市
を

あ
げ
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
・
須
坂
市
が
誕
生

　

１
９
５
５
年
１
月
１
日
・
１
０
７
号
に

は
、
井
上
お
よ
び
高
甫
村
が
編
入
合
併
に

合
意
し
、
新
た
な
須
坂
市
が
同
年
１
月
１

日
に
誕
生
し
、
面
積
は
48
・
14
㎢
、
人
口

は
３
８
０
８
１
人
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。



・４・

●
や
ま
び
こ
国
体

2021年２月号

●
東
村
と
の
合
併

　

１
９
７
１
（
昭
和
46
）
年
１
月
21
日
・
号

外
を
発
刊
し
、
東
村
と
の
合
併
を
伝
え
て

い
ま
す
。

　

１
月
14
日
の
臨
時
市
議
会
で
、
須
坂
市

と
上
高
井
郡
東
村
と
の
合
併
に
関
す
る
協

議
を
す
る
た
め
、
合
併
協
議
会
の
設
置
を

決
め
ま
し
た
。

　

１
月
９
日
、
東
村
か
ら
須
坂
市
へ
合
併

の
申
し
入
れ
が
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
須

坂
市
は
検
討
し
た
結
果
、
将
来
の
地
域
開

発
と
住
民
福
祉
向
上
の
た
め
、
４
月
30
日

合
併
を
目
途
に
、
法
律
に
基
づ
く
協
議
会

を
設
置
し
た
と
報
じ
て
い
ま
す
。

　

合
併
に
よ
り
、
面
積
は
１
５
１
・
43
㎢
、

人
口
は
４
５
６
１
３
人
と
見
込
ん
で
い
ま

す
。

市
報
の
題
字
デ
ザ
イ
ン
来
ま
す

　

４
月
１
日
・
第
３
０
２
号
で
は
、
新
し

い
市
報
の
題
字
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
、
応

募
総
数
32
人
57
点
か
ら
審
査
し
、
小
山
町

唐
沢
英
明
さ
ん
の
作
品
を
採
用
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
５
月
１
日
か
ら
こ
の
デ
ザ
イ
ン
を

使
用
し
、
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
を
Ａ
４
版
に
縮

め
、
ペ
ー
ジ
数
を
増
や
す
と
伝
え
て
い
ま

す
。

１
９
７
１
年
５
月
１
日
・
第
３
０
３
号

　

表
紙
の
デ
ザ
イ
ン
が
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
。

　

記
事
の
中
で
は
、
１
５
４
の
優
良
納
税

組
合
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。
税
金
を
自
治

会
の
隣
組
単
位
で
集
め
、
毎
年
納
税
成
績

が
優
れ
た
納
税
組
合
を
表
彰
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
４
月
11
日
の
知
事
・
県
議
選

挙
の
投
票
率
は
82
・
96
％
で
す
。

　

や
ま
び
こ
国
体
は
、
１
９
７
８
年
に
行

わ
れ
た
第
33
回
国
民
体
育
大
会
の
こ
と
で

す
。
１
月
の
冬
季
、
８
月
の
夏
季
、
10
月

の
秋
季
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

須
坂
市
で
は
卓
球
が
10
月
16
日
か
ら
20

日
ま
で
市
民
体
育
館
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
成
年
男
子
教
員
の
部
が
10
月
16
日
か

ら
19
日
ま
で
富
士
通
長
野
総
合
グ
ラ
ウ
ン

ド
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
民
運
動
推
進
大
会
に
４
０
０
人

　

１
９
７
８
年
年
６
月
１
日
・
第
３
８
８

号
で
は
、
や
ま
び
こ
国
体
の
開
催
を
成
功

さ
せ
よ
う
と
、
５
月
13
日
、
市
内
29
団
体

の
代
表
４
０
０
人
が
市
公
民
館
ホ
ー
ル
に

集
い
、
市
民
運
動
推
進
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

①
ス
ポ
ー
ツ
を
盛
ん
に
し
、
健
康
を
高
め

　

る
運
動

②
花
い
っ
ぱ
い
と
緑
化
を
進
め
る
運
動

③
環
境
を
美
し
く
す
る
運
動

④
親
切
に
す
る
運
動

⑤
交
通
事
故
を
な
く
す
運
動

　

５
つ
の
運
動
に
つ
い
て
大
会
宣
言
さ
れ
、

市
民
運
動
と
し
て
推
進
す
る
こ
と
が
確
認

さ
れ
ま
し
た
。

大
盛
況
に
終
わ
る

　

11
月
１
日
・
第
３
９
３
号
で
は
、
２
会

場
で
の
熱
戦
ぶ
り
が
伝
え
ら
れ
る
と
と
も

に
、
競
技
会
場
や
駅
、
主
要
道
路
を
丹
精

込
め
た
花
で
飾
っ
た
り
、
各
練
習
会
場
で

は
お
茶
や
野
沢
菜
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
っ
た

り
、
競
技
会
場
で
は
、
な
め
こ
汁
や
え
の

き
だ
け
汁
の
サ
ー
ビ
ス
な
ど
も
行
わ
れ
、

選
手
や
役
員
に
大
好
評
で
し
た
。

　

ま
た
、
須
坂
市
の
選
手
も
大
活
躍
し
た

大
会
に
な
り
ま
し
た
。



2021年２月号・５・

●
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

●
須
坂
長
野
イ
ン
タ
ー
開
通

　900号特別企画　

　

１
９
９
３
（
平
成
５
）
年
４
月
１
日
・
第

５
６
６
号
で
は
、
３
月
15
日
の
開
通
記
念

イ
ベ
ン
ト
が
表
紙
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
が
開
通
す
る
ま
で
は
、
非
常

に
長
い
道
の
り
で
し
た
。

【
主
な
出
来
事
】

●
１
９
７
１
年
６
月
８
日

　

松
本
～
須
坂
間
66　

の
基
本
計
画
が
決
定

●
１
９
７
３
年
10
月
19
日

　

岡
谷
～
須
坂
間
１
２
３　

の
整
備
計
画

　

が
決
定

●
１
９
８
３
年
３
月
24
日

　

麻
績
～
須
坂
間
35
・
５　

の
路
線
発
表

●
１
９
８
６
年
１
月
21
日

　

国
幹
審
で
更
埴
～
須
坂
間
16　

を
関
越

　

自
動
車
道
上
越
線
に
名
称
変
更

●
１
９
８
６
年
３
月
３
日

　

須
坂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
（
仮
称
）
型
式

　

発
表

km

kmkm

km

●
１
９
８
６
年
12
月
１
日

　

須
坂
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
設
計
協
議
用

　

図
面
提
示

●
１
９
８
８
年
３
月
２
日

　

設
計
協
議
覚
書
調
印
式

●
１
９
８
８
年
11
月
30
日

　

須
坂
イ
ン
タ
ー
地
区
用
地
契
約
調
印
式

●
１
９
９
０
年
２
月
27
日

　

須
坂
イ
ン
タ
ー
工
事
着
手

●
１
９
９
０
年
８
月
24
日

　

更
埴
～
須
坂
間
全
線
工
事
起
工
式

●
１
９
９
２
年
４
月
30
日

　

イ
ン
タ
ー
の
名
称
「
須
坂
長
野
東
イ
ン

　

タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
に
決
定

●
１
９
９
２
年
７
月
23
日

　

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
プ
ラ
ン
ト
合
同
火
入
れ

　

式
（
更
埴
～
須
坂
間
の
舗
装
工
事
開
始
）

●
１
９
９
３
年
３
月
14
日

　

開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト
開
催

●
１
９
９
３
年
３
月
25
日

　

須
坂
長
野
東
イ
ン
タ
ー
開
通

　
　
　
　
　

開
通
記
念
イ
ベ
ン
ト

　

１
万
３
千
人
が
ハ
イ
ウ
ェ

イ
ウ
ォ
ー
ク
や
特
設
ス
テ
ー

ジ
、
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

３
月
25
日
に
は
開
通
と
な

り
、
東
京
や
名
古
屋
な
ど
が

身
近
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

高
速
道
路
の
安
全
運
転
教

室
な
ど
が
開
催
さ
れ
、
交
通

ル
ー
ル
を
守
る
啓
発
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

１
９
９
８
年
２
月
７
日
か
ら
２
月
22
日

ま
で
、
長
野
市
を
中
心
と
す
る
地
域
を
会

場
と
し
て
開
催
さ
れ
た
冬
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
で
す
。

聖
火
リ
レ
ー

　

２
月
１
日
・
６
２
４
号
で
は
、
聖
火
が

須
坂
の
町
を
走
る
こ
と
を
紹
介
し
て
い
ま

す
。
２
月
５
日
午
後
１
時
に
須
坂
駅
前
を

ス
タ
ー
ト
し
、
市
役
所
ま
で
を
10
区
間
に

分
け
、
各
区
間
に
は
聖
火
保
持
者
１
人
と

搬
送
者
１
人
、
随
走
者
４
人
で
走
り
ま
す
。

60
人
の
ラ
ン
ナ
ー
を
紹
介
し
、
須
坂
市
出

身
の
タ
レ
ン
ト
中
島
史
恵
さ
ん
が
最
終
区

の
聖
火
保
持
者
を
務
め
ま
す
。

　

午
後
２
時
20
分
か
ら
市
役
所
庁
舎
前
で

須
坂
市
消
防
団
音
楽
隊
に
よ
る
歓
迎
演
奏

が
行
わ
れ
、
２
時
40
分
か
ら
到
着
式
典
が

開
催
さ
れ
る
告
知
が
あ
り
ま
し
た
。

大
き
な
感
動
を
あ
り
が
と
う

　

３
月
１
日
・
第
６
２
５
号
で
は
、
聖
火

リ
レ
ー
は
す
ば
ら
し
い
青
空
の
も
と
、
大

観
衆
の
中
須
坂
駅
前
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
沿
道
に
は
何
重
も
の
列
が
で
き
、
大

勢
の
人
が
旗
を
振
っ
た
り
、
声
援
を
送
り

ま
し
た
。ラ
ン
ナ
ー
が
目
の
前
を
通
る
と
、

声
援
は
さ
ら
に
大
き
く
な
り
、
ラ
ン
ナ
ー

も
沿
道
の
皆
さ
ん
も
笑
顔
に
し
ま
し
た
。

60
人
の
ラ
ン
ナ
ー
に
よ
っ
て
、
市
役
所
ま

で
聖
火
が
リ
レ
ー
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
６
２
５
号
の
表
紙
で
は
、
到
達
式
典

の
様
子
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
庁
舎
前
駐

車
場
は
大
勢
の
人
、
庁
舎
ベ
ラ
ン
ダ
に
も

人
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
月
５
日
の
聖
火
リ
レ
ー
に
つ
い
て
、

須
坂
が
熱
く
燃
え
た
聖
火
リ
レ
ー
大

フ
ィ
ー
バ
ー
、
大
き
な
感
動
を
あ
り
が
と

う
と
伝
え
て
い
ま
す
。



・６・2021年２月号

遠
えんどう

藤守
もりのぶ

信さん
信州大学特別栄誉教授

今
ま
で
須
坂
市
、
こ
れ
か
ら
も
須
坂
市

　

広
報
須
坂
は
、
私
が
生
ま
れ
た
昭
和
21

年
に
創
刊
さ
れ
、
以
来
、
75
年
の
歴
史
が

育
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
内
容
は
と
て
も
充

実
し
、
市
民
の
皆
様
に
は
毎
月
号
を
楽
し

み
に
待
た
れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
46
年

前
、
私
が
フ
ラ
ン
・
オ
ル
レ
ア
ン
大
学
に

留
学
し
て
い
た
時
、
母
が
送
っ
て
く
れ
た

航
空
荷
物
の
中
に
栗
菓
子
や
即
席
麺
と
と

も
に
広
報
須
坂
が
度
々
入
っ
て
い
て
、
遠
い

郷
里
に
思
い
を
巡
ら
せ
勇
気
付
け
ら
れ
た

こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
私
の

特
別
の
縁
を
感
じ
、
寄
稿
依
頼
を
お
引
き

受
け
し
た
次
第
で
す
。

　

さ
て
、
世
界
は
今
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
歴
史
的
な
試
練
の
中
に
あ
り

ま
す
。
特
効
薬
等
の
早
急
な
開
発
に
人
類

の
英
知
が
結
集
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
コ
ロ

ナ
禍
の
終
息
は
未
だ
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

海
洋
に
は
陸
上
を
上
回
る
お
び
た
だ
し
い

数
の
ウ
ィ
ル
ス
が
存
在
し
、
海
水
１
ｇ
中

に
は
10
億
個
も
有
り
、
こ
れ
ら
の
ウ
イ
ル

ス
は
海
洋
生
物
に
と
っ
て
有
用
で
あ
る
一

方
、
新
た
な
感
染
症
と
し
て
人
類
に
襲
来

す
る
可
能
性
も
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
感
染
症
だ
け
で
な
く
、
近
年
は
温
暖

化
に
よ
る
自
然
災
害
も
頻
発
し
て
い
ま
す
。

こ
う
い
っ
た
天
災
や
感
染
症
に
遭
遇
す
れ

ば
、
人
類
社
会
は
い
か
に
も
ろ
い
か
を
痛

感
さ
せ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
こ

う
い
っ
た
過
酷
な
状
況
下
で
、
社
会
は
か

け
が
え
の
な
い
大
切
な
も
の
に
も
気
付
い

て
い
ま
す
。
そ
れ
は
人
々
の
絆
で
あ
り
、

地
域
を
思
い
や
る
こ
と
の
大
切
さ
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
須
坂
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
様
が
い
ち
早
く
防
護
用
品
や
消
毒

液
を
地
域
の
医
療
機
関
や
介
護
施
設
に
提

供
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
市
民

を
励
ま
し
、
三
密
防
止
の
中
で
も
繋
が
り

を
感
じ
、
孤
独
感
も
払
拭
し
て
く
れ
ま
し

た
。
こ
う
い
っ
た
活
動
こ
そ
須
坂
の
底
力

で
、
古
来
よ
り
地
域
の
歴
史
の
中
で
災
害

や
疫
病
を
乗
り
越
え
て
復
興
を
果
た
す
力

と
し
て
醸
成
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
こ

の
無
形
資
産
を
市
民
の
力
で
強
化
す
る
こ

と
で
よ
り
強
靭
な
復
元
力
を
持
っ
た
須
坂

と
な
り
ま
し
ょ
う
。

　

広
報
須
坂
が
、
市
政
と
市
民
の
繋
が
り

と
共
に
人
々
の
絆
作
り
の
基
盤
と
し
て
、

今
ま
で
も
ま
た
こ
れ
か
ら
も
親
し
ま
れ
、

信
頼
さ
れ
て
、
そ
し
て
情
報
交
流
媒
体
と

し
て
さ
ら
に
発
展
す
る
こ
と
を
ご
期
待
申

し
上
げ
ま
す
。

黒
くろいわ

岩樹
いつき

さん
相森中学校生徒会長

つ
な
が
り
　
心
が
通
い
合
う
75
周
年

　

広
報
須
坂
が
、
75
年
を
迎
え
る
と
聞
き

ま
し
た
。
私
の
通
う
相
森
中
学
校
も
、
来

年
度
75
周
年
を
迎
え
ま
す
。
偶
然
に
も
同

じ
75
年
を
迎
え
る
こ
と
に
、
つ
な
が
り
を

感
じ
、
嬉
し
く
思
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
原
稿
依
頼
を
受
け
、
75
周
年
の

節
目
の
生
徒
会
長
と
し
て
、
相
森
中
学
校

と
須
坂
市
の
こ
れ
か
ら
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
た
。

　

相
森
中
学
校
生
徒
会
に
は
、「
Ｏ
Ｓ
Ｐ
活

動
」
が
あ
り
ま
す
。「
相
森
ス
マ
イ
ル
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
い
、
地
域
の
方
々
と
の

つ
な
が
り
を
通
し
、
地
域
全
体
を
笑
顔
に

す
る
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
、
地
域
の
方
と
の
関
わ
り
は

困
難
で
し
た
が
、
先
輩
方
は
、
一
昨
年
の

豪
雨
災
害
の
募
金
活
動
を
し
た
り
、
ラ
ン

チ
レ
タ
ー
を
書
い
た
り
、
交
流
を
大
切
に

し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

私
は
、
こ
う
い
っ
た
活
動
を
大
事
に
引

き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
、
相
森
中
生
が
、
笑
顔
で
学
校
生

活
を
送
り
、
そ
の
姿
を
地
域
の
方
々
に
見

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
更
に
、

地
域
の
方
に
発
信
で
き
る
活
動
も
考
え
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
の
故
郷
と
な
る
須
坂
市
の

将
来
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
ま
し
た
。
私

の
描
く
理
想
の
須
坂
市
は
、
思
い
や
り
の

あ
る
須
坂
市
で
す
。
私
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ

禍
で
気
づ
い
た
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

困
っ
た
時
や
悩
ん
だ
時
ほ
ど
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
が
大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。

こ
の
つ
な
が
り
は
ど
う
や
っ
て
作
ら
れ
る

の
か
と
考
え
る
と
、
挨
拶
が
大
切
だ
と
思

い
ま
す
。
挨
拶
は
、
挨
拶
を
さ
れ
た
人
も

笑
顔
に
な
り
ま
す
。こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
も
、

挨
拶
に
よ
っ
て
、
み
ん
な
が
笑
顔
に
な
り
、

思
い
や
り
の
あ
る
須
坂
市
に
な
っ
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
私
が
生
徒
会
活
動
で
大
切
に

し
た
い
こ
と
も
「
挨
拶
」で
す
。
生
徒
会
活

動
で
頑
張
っ
た
こ
と
が
、
将
来
の
須
坂
市

に
生
き
て
い
っ
て
く
れ
た
ら
嬉
し
い
と
思

い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
私
は
、
生
徒
会
長
と
し
て
、

自
分
の
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
み
ん
な
が

楽
し
く
な
れ
る
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
き

た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
全
校
の
先
頭
に

立
ち
、
全
校
を
引
っ
張
っ
て
い
く
存
在
に

な
れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
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　900号特別企画　

鬼
き と う

頭（旧姓 高
たかはし

橋）有
ゆ き こ

紀子さん
横浜市在住

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
通
し
て
感
じ
た
こ
と

　

私
は
小
山
小
学
校
を
卒
業
し
て
、
墨
坂

中
学
校
で
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
始
め
ま
し
た
。

当
時
墨
坂
中
学
校
は
全
国
大
会
に
出
場
し
、

全
国
の
頂
点
を
目
指
し
て
厳
し
か
っ
た
こ

と
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

を
や
ろ
う
と
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
す
が
、

岡
田
隆
安
監
督
の
誘
い
で
入
部
し
ま
し
た
。

３
年
間
の
練
習
は
と
て
も
厳
し
か
っ
た
こ

と
を
今
で
も
鮮
明
に
覚
え
て
い
ま
す
。
２

年
時
に
は
エ
ー
ス
ア
タ
ッ
カ
ー
と
し
て
全

国
優
勝
し
、
翌
年
は
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て

連
覇
に
臨
ん
だ
大
会
で
は
、
ベ
ス
ト
16
で

ま
さ
か
の
敗
戦
、
試
合
後
は
ぼ
う
ぜ
ん
と

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

八
王
子
実
践
高
等
学
校
で
は
、
セ
ッ
タ

ー
が
不
在
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
、
チ

ー
ム
内
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
私
が
選
ば

れ
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
春
高
バ
レ
ー
に
出

場
し
ま
し
た
。
高
校
卒
業
後
は
、
日
立
に

　

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
振
り
返
っ
て
み
る
と
、

ソ
ウ
ル
は
４
位
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
は
５
位
、

ア
ト
ラ
ン
タ
は
５
位
、
シ
ド
ニ
ー
は
４
位

で
し
た
。
メ
ダ
ル
を
目
指
し
て
選
手
を
続

け
て
き
ま
し
た
が
、
周
囲
の
理
解
や
協
力

に
よ
り
選
手
を
続
け
ら
れ
た
こ
と
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。

　

辛
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
が
、

乗
り
越
え
た
ら
良
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ

る
と
い
う
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
は
、
燃
え

尽
き
症
候
群
の
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
い
、

所
属
し
て
い
た
チ
ー
ム
を
辞
め
、
須
坂
に

１
年
６
カ
月
ほ
ど
帰
り
ま
し
た
。
心
身
と

も
に
疲
れ
果
て
て
１
カ
月
間
寝
て
い
ま
し

た
が
、
少
し
ず
つ
元
気
に
な
り
、
も
う
一

度
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指
そ
う
と
思
え
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ビ
ー
チ
バ

墨坂中学校２年生の時に全国制覇
有紀子さん（上段の一番右）

2000年シドニーオリンピックで、ビーチ
バレーの日本代表としてに出場した有紀
子さん（右）とペアを組んだ旧姓佐伯美加
さん

生
い
立
ち

大
き
な
財
産

入
り
、
中
田
久
美
さ
ん
の
け
が
も
あ
っ
て

１
年
目
か
ら
レ
ギ
ュ
ラ
ー
と
し
て
出
場
。

１
９
８
８
年
の
ソ
ウ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と

１
９
９
２
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
は
日
本
代
表
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
選
手

と
し
て
出
場
し
、翌
年
に
は
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

に
転
向
。
１
９
９
６
年
ア
ト
ラ
ン
タ
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
か
ら
正
式
種
目
に
な
っ
た
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
日
本
女
子
代
表
に
選
出
さ
れ
出

場
し
、
２
０
０
０
年
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
も
日
本
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　

現
在
は
日
本
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
ビ
ー

チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
強
化
委
員
会
副
委
員
長

を
務
め
、
指
導
者
と
し
て
選
手
の
育
成
に

も
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

レ
ー
に
転
向
し
た
と
き
、
イ
ン
ド
ア
で
は

全
く
経
験
の
な
い
砂
、
風
、
太
陽
と
い
う

大
き
な
環
境
の
変
化
で
サ
ー
ブ
が
入
ら
な

い
、
思
っ
た
よ
う
に
動
け
な
い
、
ジ
ャ
ン

プ
が
で
き
ず
ス
パ
イ
ク
が
打
て
な
い
と
い

う
苦
労
も
あ
り
ま
し
た
。
イ
ン
ド
ア
で
は

考
え
ら
れ
な
か
っ
た
、
東
南
ア
ジ
ア
の

チ
ー
ム
に
負
け
て
悔
し
い
思
い
も
し
ま
し

た
。
シ
ド
ニ
ー
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
海

外
に
出
て
自
分
た
ち
で
考
え
た
練
習
が
で

き
、
最
後
の
シ
ド
ニ
ー
で
は
メ
ダ
ル
を
取

れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
番
充
実
し
た
大

会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
、
コ
ロ
ナ
禍
で
大
変
な
時
期
で
す
。

夫
が
寿
司
屋
を
し
て
い
ま
す
が
、
お
客
さ

ん
が
コ
ロ
ナ
で
少
な
く
な
り
ま
し
た
。
こ

う
い
う
時
こ
そ
、
明
る
く
元
気
に
し
て
い

く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
大
好
き
な
故
郷

に
も
２
年
ほ
ど
ゆ
っ
く
り
帰
れ
て
い
ま
せ

ん
が
、
み
ん
な
で
乗
り
越
え
ま
し
ょ
う
。
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感染リスクが高まる「５つの場面」

うつらない、うつさないために「３つの密」を避ける

基本的な生活様式

新型コロナウイルス感染症の対応
　国では緊急事態宣言を発令し、新型コロナウイルス感染の収束に向けて取り組んで

います。須坂市においても新規感染者が確認されていますので、引き続き感染防止策の

徹底や、感染拡大地域への訪問を慎重に検討するなど、もう一度確認をお願いします。

１　飲食を伴う懇親会など

　　　飲酒の影響で気分が高揚し注意が低下する。

　　また、聴覚が鈍麻し、大きな声になりやすい。

　　　個室など狭い空間に長時間滞在し、回し飲み

　　や箸などの共用が感染リスクを高めます。　

２　大人数や長時間に及ぶ飲食

　　　長時間に及ぶ飲食や接待を伴う飲食、はしご酒

　　は、短時間に比べて感染リスクが高まります。

３　マスクなしの会話

４　狭い空間での共同生活

５　居場所の入れ替わり

　　　仕事での休憩時間に入る時など、気の緩みや環

　　境の変化で感染リスクが高まることがあります。

●換気の悪い密閉空間

●多数が集まる密集場所

●身近で会話や発声する密接場面

　□まめに手洗い・手指消毒

　□咳エチケットの徹底、マスクの着用

レ

レ

レ

レ

レ

　□こまめに換気

　□毎朝の体温測定、健康チェック

　□身体的距離の確保

手をぬらし、せっけ

んを泡立て手のひら

をよく洗う

親指を手のひらでね

じるように洗う
手首を洗い、流水で

すすぎ清潔なタオル

などでよく拭き取る

手の甲を伸ばすよう

に洗う

指先や爪の間を洗う 指の間を洗う

①

⑤ ⑥

② ③ ④
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2020年度須坂市一般会計補正予算
第10・11号が成立しました

問合せ　財政課（☎026‐248‐9016）

予　算

　

補
正
予
算
第
10
・
11
号
の
総
額

は
、
９
億
９
６
２
９
万
８
千
円
で
、

予
算
累
計
額
は
３
５
０
億
７
０
０

５
万
５
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

事
業
ご
と
の
補
正
金
額
と
主
な

補
正
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
補
正
し
た
す
べ
て
の
内
容
を
記

載
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
事
業
ご

と
の
補
正
金
額
と
一
致
し
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

み
ん
な
が
主
役
の
ま
ち
づ
く

り
（
行
政
経
営
）

み
ん
な
の
活
力
が
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り（
産
業
振
興
）

み
ん
な
が
快
適
に
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
（
都
市
基
盤

整
備
）

み
ん
な
が
助
け
合
い
、
健
康

に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り（
健

康
・
福
祉
）

子
ど
も
た
ち
が
未
来
に
夢
を

も
て
る
ま
ち
づ
く
り
（
子
育

て
・
教
育
）

～令和２年12月市議会定例会で議決されました～

【
保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
事
業
】

　
　
　
　
　

〈
１
１
６
万
８
千
円
〉

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
と
し
て
、W
e
b

会
議
の
開
催

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
た
健
康

相
談
な
ど
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
業

務
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
保
健

セ
ン
タ
ー
にW

i
-
F
i

環
境
を
整
備

し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

多
様
な
文
化
を
学
び
育
て
、

交
流
す
る
創
造
的
な
ま
ち
づ

く
り
（
生
涯
学
習
・
文
化
振

興
・
ス
ポ
ー
ツ
な
ど
）

【
教
育
奨
励
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
40
万
５
千
円
〉

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
学
習
方
法
の
変
化

【
道
路
維
持
補
修
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
５
０
０
万
円
〉

　

通
行
に
支
障
が
あ
り
、
緊
急
的

に
修
繕
が
必
要
な
舗
装
箇
所
を
補

修
し
ま
す
。

問
合
せ　

道
路
河
川
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
６
）

【
臥
竜
公
園
施
設
整
備
事
業
】

　
　
　
　
　

〈
２
７
９
万
４
千
円
〉

　

臥
竜
公
園
入
口
（
須
坂
市
立
博

物
館
横
）
の
公
衆
ト
イ
レ
を
洋
式

化
し
ま
す
。

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所

（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

に
対
応
す
る
た
め
、
「
家
庭
学
習

の
手
引
き
」
を
新
た
に
作
成
し
ま

す
。

問
合
せ　

学
校
教
育
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
０
）

【
児
童
手
当
等
支
給
事
業
（
11
号
）
】

　
　
　
　
　
　

〈
２
２
６
３
万
円
〉

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
困

窮
し
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
の
生

活
を
支
援
す
る
た
め
、
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
す
る
世
帯
な
ど
に
対

し
、「
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別
給

付
金
」
を
再
支
給
し
ま
し
た
。

問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

【
公
民
館
管
理
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
１
３
０
万
円
〉

　

旭
ケ
丘
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
ト

イ
レ
を
洋
式
化
し
ま
す
。

問
合
せ　

生
涯
学
習
推
進
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
５
９
８
）

【
農
業
施
設
整
備
事
業
】

　
　
　
　
　
　
　

〈
４
２
７
万
円
〉

　

田
の
神
揚
水
施
設
の
井
戸
が
破

損
し
た
こ
と
か
ら
修
繕
す
る
と
と

も
に
、
以
前
か
ら
地
下
水
の
取
水

量
が
減
少
し
て
い
る
た
め
、
抜
本

的
な
対
策
と
し
て
、
新
た
な
井
戸

掘
削
の
た
め
の
事
前
調
査
を
行
い

ま
す
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

【
商
業
振
興
事
業
】

　
　
　
　
　

〈
１
３
５
万
２
千
円
〉

　

新
規
店
舗
開
業
の
増
加
に
よ
り
、

改
修
費
や
家
賃
を
補
助
す
る
た
め

の
「
わ
ざ
わ
ざ
店
等
開
設
支
援
事

業
補
助
金
」
を
増
額
し
ま
す
。

問
合
せ　

商
業
観
光
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
５
）

【
一
般
管
理
事
務
費
（
企
画
費
）
】

　
　
　
　
　
　

〈
３
億
６
千
万
円
〉

　

信
州
須
坂
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附

金
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た
め
、

返
礼
品
や
手
数
料
な
ど
の
関
連
経

費
を
計
上
し
ま
し
た
。

【
情
報
シ
ス
テ
ム
管
理
事
業
】

　
　
　
　
　

〈
１
４
２
万
６
千
円
〉

　

W
e
b

会
議
の
利
用
回
数
が
増
加

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市
庁
舎
と

防
災
活
動
セ
ン
タ
ー
の
各
会
議
室

な
ど
へ
専
用
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環

境
を
整
備
し
ま
す
。

問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
７
）

【
庁
舎
整
備
事
業
】

　
　
　
　

〈
４
億
７
０
３
６
万
円
〉

　

市
庁
舎
の
空
調
設
備
は
、
設
置

か
ら
30
年
以
上
経
過
し
劣
化
が
著

し
い
た
め
、
有
利
な
起
債
を
活
用

し
て
改
修
を
行
い
ま
す
。

問
合
せ　

総
務
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
０
）▲写真はイメージです



・10・2021年２月号

■本人による申告時の個人番号確認書類と
　身元確認書類の扱い

市・県民税
申告書

提示または
コピー添付

提示
コピー
添付

コピー
添付

コピー
添付

申告相
談会場

郵送によ
る提出

長野税務署
（若里市民
文化ホール）

確定申告書

※確定申告書をｅ‐Ｔａｘで送信する場合は、
提示または写しの添付は不要です。

税　金

申告相談期間は
２月16日㈫～３月15日㈪です

の申告はお早めに税

▼
昨
年
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
、
市
や
若
里

市
民
文
化
ホ
ー
ル
の
会
場
で
申
告

▼
市
・
県
民
税
の
申
告
は
、
２
月

15
日
㈪
ま
で
税
務
課
（
窓
口
３
番
・

本
庁
舎
１
階
）で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
申
告
期
間
中
（
２
月
16
日
㈫
～

３
月
15
日
㈪
）は
、
担
当
職
員
が
申

告
相
談
会
場
に
い
る
た
め
、
市
役

所
税
務
課
窓
口
お
よ
び
長
野
税
務

署
庁
舎
で
は
、
申
告
相
談
は
で
き

ま
せ
ん
。

※
申
告
書
の
提
出
は
で
き
ま
す
。

▼
申
告
相
談
会
場
へ
の
電
話
取
り

次
ぎ
、
電
話
で
の
相
談
も
で
き
ま

せ
ん
。

▼
次
の
①
～
⑤
に
該
当
す
る
方
は

市
の
申
告
相
談
会
場
で
は
受
け
付

け
で
き
ま
せ
ん
。
若
里
市
民
文
化

ホ
ー
ル
で
相
談
・
申
告
し
て
く
だ

さ
い
。

①
青
色
申
告
の
方

②
個
人
や
民
間
企
業
な
ど
に
土
地

　

や
建
物
を
譲
渡
し
た
方

③
新
た
に
住
宅
借
入
金
等
特
別
控

　

除
を
受
け
る
方

④
令
和
元
年
分
以
前
の
確
定
申
告
・

　

修
正
申
告
を
す
る
方

⑤
株
式
譲
渡
所
得
、
先
物
取
引
に

　

よ
る
所
得
、
山
林
所
得
が
あ
る
方

▼
申
告
相
談
会
場
に
お
け
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対

策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

・
来
場
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

　

お
願
い
し
ま
す
。

申
告
期
間
中
の

お
願
い
と
注
意

申告の問合せと郵送先
▼所得税、復興特別所得税、贈与税、
　消費税、地方消費税…長野税務署
　〒380‐8612　長野市西後町608‐2
　☎026‐234‐0111（自動音声案内）
▼市・県民税…市役所税務課市民税係
　〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐1
　☎026‐245‐1400（代表）内線3126～3128

　

所
得
税
、
市
・
県
民
税
の
申
告

書
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人

番
号
）
の
記
載
が
必
要
で
す
。

　

個
人
番
号
確
認
書
類
（
個
人
番

号
カ
ー
ド
や
通
知
カ
ー
ド
な
ど
）

と
身
元
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証

や
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
）
を
持
参
ま

た
は
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
（
左
図
参
照
）
。

　

本
人
で
は
な
く
代
理
人
が
申
告

書
を
作
成
す
る
場
合
は
、
申
告
者

本
人
の
個
人
番
号
確
認
書
類
と
委

任
状
ま
た
は
運
転
免
許
証
や
保
険

証
な
ど
に
加
え
て
、
代
理
人
の
身

元
確
認
書
類
が
必
要
で
す
。
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

▼
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
て
、
ほ

か
の
控
除
を
追
加
し
な
い
方

▼
収
入
が
公
的
年
金
の
み
で
、
そ

の
合
計
金
額
が
４
０
０
万
円
以
下

の
方
の
う
ち
、
所
得
控
除
（
医
療

費
控
除
な
ど
）
を
追
加
し
な
い
方

※
確
定
申
告
が
不
要
な
場
合
で
も
、

市
・
県
民
税
の
控
除
な
ど
を
追
加

す
る
場
合
は
、
市
・
県
民
税
の
申

告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

申
告
時
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が

必
要
で
す

申
告
が
不
要
な
方

申
告
書
の
入
手
・
申
告
方
法

確
定
申
告
書
の
記
載
漏
れ
に

ご
注
意
く
だ
さ
い

　

確
定
申
告
書
「
第
２
表
」
の
記
載

漏
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

特
に
、
ふ
る
さ
と
納
税
や
条
例

で
指
定
さ
れ
た
団
体
（
日
本
赤
十

字
社
な
ど
）
へ
寄
附
さ
れ
た
方
は
、

住
民
税
に
関
す
る
事
項
の
欄
に
記

載
が
な
い
と
住
民
税
の
控
除
が
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

16
歳
未
満
の
扶
養
親
族
（
年
少

扶
養
）
、
同
一
生
計
配
偶
者
（
対
象

者
の
み
）
も
必
ず
記
載
し
て
く
だ

さ
い
。

し
た
方
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
申
告
書
を
作
成
し
た
方
、
所

得
税
の
還
付
申
告
を
し
た
方
に
は

確
定
申
告
書
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

昨
年
と
同
じ
方
法
で
申
告
す
る

か
、
長
野
税
務
署
に
請
求
し
て
く

だ
さ
い
。

※
税
務
課
（
窓
口
３
番
・
本
庁
舎

１
階
）
に
あ
る
確
定
申
告
書
の
用

紙
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

▼
１
月
下
旬
に
市
か
ら
市
・
県
民

税
申
告
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。
届

い
た
方
は
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
告
書
が
届
か
な
い
方
で
も
申

告
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
収
入
が
全
く
な
く
、
須
坂
市
に

住
民
登
録
の
あ
る
親
族
の
扶
養
に

な
っ
て
い
な
い
方
は
、
生
活
状
況

な
ど
を
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
農
業
収
入
、
不
動
産
収
入
が
あ

る
方
や
自
営
業
の
方

▼
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
配

分
金
、
講
演
料
、
原
稿
料
、
個
人

年
金
、
生
命
保
険
の
満
期
一
時
金

な
ど
が
あ
る
方

▼
給
与
な
ど
の
源
泉
徴
収
票
が
複

数
あ
る
方
や
年
末
調
整
が
済
ん
で

い
な
い
方

▼
医
療
費
控
除
や
新
た
に
住
宅
借

入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る
方

※
自
宅
な
ど
の
太
陽
光
発
電
設
備

の
売
電
料
金
は
「
そ
の
他
雑
所
得
」

と
し
て
申
告
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。 申

告
が
必
要
な
方



2021年２月号・11・

【
長
野
税
務
署
の
申
告
会
場
】

　

長
野
税
務
署
で
は
、
所
得
税
、

復
興
特
別
所
得
税
、
贈
与
税
、
個

人
事
業
者
の
消
費
税
お
よ
び
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
会
場
を
次
の

と
お
り
開
設
し
ま
す
。

申
告
会
場　

若
里
市
民
文
化
ホ
ー

ル
（
長
野
市
・
ビ
ッ
グ
ハ
ッ
ト
隣
・

下
の
略
図
参
照
）

開
設
期
間　

２
月
16
日
㈫
～
３
月

15
日
㈪（
土
・
日
曜
日
、祝
日
を
除
く
）

※
２
月
21
日
㈰
と
２
月
28
日
㈰
は

開
場
し
ま
す
。

時　

間　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

※
来
場
の
際
は
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

※
体
温
が
37
・
５
度
以
上
の
方
は
、

入
場
を
お
断
り
し
ま
す
。

※
会
場
へ
の
入
場
に
は
「
入
場
整

理
券
」が
必
要
で
す
。
国
税
庁
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
入
手
方
法
な
ど
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

長
野
税
務
署

（
☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
０
１
１
１
）

【
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
簡
単

 

に
申
告
書
を
作
成
で
き
ま
す
】

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確

定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
・
作
成
コ
ー

ナ
ー
ヘ
ル
プ
デ
ス
ク

（
☎
０
５
７
０
‐
０
１
‐
５
９
０
１
）

【
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談
】

　

関
東
信
越
税
理
士
会
長
野
支
部

で
は
、
長
野
税
務
署
が
設
置
す
る

申
告
会
場
に
無
料
税
務
相
談
コ
ー

ナ
ー
を
開
設
し
ま
す
。

開
設
期
間　

２
月
16
日
㈫
～
３
月

15
日
㈪
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

　今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、須坂駅前ビルシル

キーの３階シルキーホールのみを相談会場とします。地区ごとに相談日を

指定していますので、ご確認の上、受付時間内にお越しください。駐車場は

「須坂駅前パーキング」をご利用ください（サービス券をお渡しします）。

■■■■■■■■■ 須坂市の申告相談の日程と会場 ■■■■■■■■■

※必要な書類はすべて原本です。
控えが必要な方は事前にコピーし
ておいてください。
下記の★は、確定申告書にコピー
の添付が必要です。
□申告書(送付されている場合)
□はんこ（認め印で構いません）
□★個人番号確認書類（個人番号
　カード、通知カードなど）
□★身元確認書類（運転免許証や
　パスポートなど）
□委任状（代理人来場による申告
　書作成の場合）
□給与・公的年金などの源泉徴収票
□報酬・賃金など収入額がわかる
　書類（支払額の証明書など）
□営業・農業・不動産収入がある方
　…作成した収支内訳書と帳簿、
　　書類、領収書など
□国民年金保険料、社会保険料、
　生命保険料、地震保険料、旧長
　期損害保険料、個人年金保険料
　などの支払証明書
□被扶養者（配偶者や子など）の所
　得がわかる書類（源泉徴収票など）
□医療費控除の明細書
　令和３年度（令和２年分）から領収
　書での申告はできません。必ず明細
　書を作成の上、持参してください。
□セルフメディケーション税制の
　適用を受ける場合は、健康診断
　や予防接種など一定の取り組み
　を行った証明書類
□障害者手帳、障害者控除対象者認定書
□寄附をした団体（日本赤十字社
　など）やふるさと納税をした市
　区町村が発行した証明書
□申告者本人の預貯金通帳など口
　座番号がわかるもの（所得税の
　還付申告時に必要になります）

■■ 申告に必要な持ち物 ■■

・
体
温
が
37
・
５
度
以
上
の
方
は
、

　

入
場
を
お
断
り
し
ま
す
。

・
混
雑
状
況
に
よ
り
入
場
を
制
限

　

し
た
り
、
時
間
前
に
受
け
付
け

　

を
締
め
切
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
所
得
税
や
復
興
特
別
所
得
税
の

納
付
期
限
は
３
月
15
日
㈪
で
す
。

申
告
相
談
会
場
で
は
納
付
で
き
ま

せ
ん
。
金
融
機
関
窓
口
で
現
金
納

付
す
る
か
口
座
振
替
に
よ
る
納
付

を
お
願
い
し
ま
す
。

長
野
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■バス停（水野美術館）

■ＪＲ長野駅から
・長野駅西口（善光寺口）～日赤松岡線
　「ビッグハット前」下車　徒歩１分
・長野駅東口～日赤・水野美術館線
　「水野美術館」下車　徒歩３分

■帰りのバス停
（長野駅行）
「ビッグハット前」

ホクト文化ホール

２月19日㈮

２月18日㈭

２月22日㈪

２月25日㈭

２月26日㈮

２月24日㈬

３月１日㈪

３月３日㈬

３月４日㈭

３月５日㈮

３月８日㈪

３月９日㈫

３月10日㈬

３月11日㈭

３月12日㈮

３月15日㈪

３月２日㈫

２月17日㈬

申告
相談日 午前９時～10時30分 午後１時30分～３時30分

対象地区
会場

２月16日㈫ 本郷町

北旭ケ丘町・立町・横町

塩野町・夏端町

豊丘上町・幸高町・常盤町

村石町・北原町

太子町

境沢町・沼目町

北相之島町・野辺町・二睦町

上八町

米子町

八幡町

福島町

小島町・田の神町・西町

相之島町・小河原町・
光ケ丘ニュータウン

村山町・新町・
須坂ハイランド町

北横町・穀町

大谷町

下八町・望岳台

坂田町・南横町

亀倉町

新田町・大日向町

高橋町

仁礼町

南原町

屋部町

米持町

塩川町

相森町

井上町・上中町・中町

小山町・八重森町

高畑町・旭ケ丘町・
峰の原高原

豊島町・南小河原町・上町

春木町・東横町

シルキーホ
ール

（第１ホール）

中島町・本上町・松川町

豊丘町

高梨町・五閑町・明徳町

馬場町・九反田町



・12・2021年２月号

▼
現
金

▼
口
座
振
替

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド

※
現
金
（
納
付
書
払
い
）は
長
野
北

年
金
事
務
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
前
納

（
ま
と
め
て
支
払
い
）す
る
と
割

引
が
あ
り
ま
す
。

　

２
年
分
を
口
座
振
替
で
前
納

し
た
場
合
の
２
０
２
０
年
度
の

割
引
額
は
、
最
大
１
万
５
８
４

０
円
で
し
た
。

　

前
納
が
で
き
る
の
は
２
０
２
１

年
度
分
か
ら
で
す
。

※
２
０
２
１
年
度
の
国
民
年
金
保

険
料
額
は
、
決
ま
り
し
だ
い
『
広

報
須
坂
』
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
２
０
２
１
年
４
月
～

　
　
　
　 

　
９
月
の
６
カ
月
分
】

▼
口
座
振
替
日
は
４
月
30
日
㈮（
予
定
）

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
場
合
は

同
日
で
立
替
納
付

申
込
期
限　

２
月
26
日
㈮
（
予
定
）

【
２
０
２
１
年
10
月
～

 

２
０
２
２
年
３
月
の
６
カ
月
分
】

▼
口
座
振
替
日
は
11
月
１
日
㈪（
予
定
）

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
場
合
は

同
日
で
立
替
納
付

申
込
期
限　

８
月
31
日
㈫
（
予
定
）

【
２
０
２
１
年
４
月
～

 

２
０
２
２
年
３
月
の
１
年
分
】

▼
口
座
振
替
日
は
４
月
30
日
㈮（
予
定
）

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
場
合
は

同
日
で
立
替
納
付

申
込
期
限　

２
月
26
日
㈮
（
予
定
）

【
２
０
２
１
年
４
月
～

 

２
０
２
３
年
３
月
の
２
年
分
】

▼
口
座
振
替
日
は
４
月
30
日
㈮（
予
定
）

▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
場
合
は

同
日
で
立
替
納
付

申
込
期
限　

２
月
26
日
㈮
（
予
定
）

▼
口
座
振
替
の
場
合
…
年
金
手
帳
、

預
貯
金
通
帳
、
口
座
の
登
録
印
な

ど▼
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
場
合
…

年
金
手
帳
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、

代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
は
は
ん

こ
（
み
と
め
印
）

前
納
の
方
法

前
納
の
期
間
と
申
込
期
限

申
込
時
に
必
要
な
も
の

年　金

申込・問合せ　▼健康づくり課（☎026‐248‐9018）

　　　　　　　▼長野北年金事務所（☎026‐244‐4100）

国民年金保険料のお支払いには
前納があります

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」の
受
け
取
り
と

「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」の
取
得
方
法

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
（
最
大
２
万

円
の
チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
買
い
物
で

５
千
円
）
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
と
４
桁
の
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使

っ
て
、ご
自
分
の
パ
ソ
コ
ン
（
カ
ー

ド
リ
ー
ダ
ー
ラ
イ
タ
が
必
要
）
や

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
公
的
個
人
認

証
サ
ー
ビ
ス
対
応
な
ど
に
限
る
）

で
申
請
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
「
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

【
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
支
援

 

窓
口
】

と　

き　

平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
（
木
曜
日
は
午

後
７
時
ま
で
）

※
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
休
日
臨

時
交
付
窓
口
の
予
約
を
さ
れ
た
方

は
、
予
約
日
の
同
日
に
マ
イ
ナ
ポ

イ
ン
ト
申
請
の
予
約
も
受
け
付
け

ま
す
。

と
こ
ろ　

政
策
推
進
課
（
本
庁
舎

２
階
）

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
方
法

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
関

す
る
市
民
課
の
受
付
時
間

手
続
き

と　

き　

平
日
の
午
前
８
時
30
分

～
午
後
５
時
15
分
（
木
曜
日
は
午

後
７
時
ま
で
）

※
カ
ー
ド
申
請
後
、
１
カ
月
程
度

で
受
け
取
り
の
案
内
通
知
を
送
付

し
ま
す
。
届
き
ま
し
た
ら
、
受
け

取
り
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
平
日
に
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
が

困
難
な
方
は
、
毎
月
第
２
土
曜
日

と
最
終
日
曜
日
の
午
前
９
時
～
正

午
に
、
休
日
臨
時
交
付
窓
口
を
開

き
ま
す
の
で
、
事
前
に
市
民
課
へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い（
電
話
予
約
制
）。

先
着
順
の
た
め
、
希
望
日
時
に
予

約
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

市
民
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

【
注
意
事
項
】

　

対
象
は
２
０
２
１
年
９
月
末
ま

で
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
申

請
を
し
た
方
に
な
り
ま
す
。

問
合
せ　

政
策
推
進
課

（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
１
７
）



2021年２月号・13・

補助制度

問合せ　▼健康づくり課（☎026‐248‐9018）

　　　　▼保健センター（☎026‐248‐9023）

人間ドック受診補助制度を
ご利用ください

「須坂市国民健康保険」「後期高齢者医療制度」

に加入している方は

　

高
血
圧
や
糖
尿
病
、
心
臓
病
な

ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防
と
早
期

発
見
の
た
め
に
市
が
行
っ
て
い
る

２
０
２
０
年
度
の
「
若
年
者
健
診
・

特
定
健
診
・
後
期
高
齢
者
健
診
」

は
１
月
末
で
終
了
し
ま
し
た
。

　

１
月
末
ま
で
に
受
診
で
き
な
か

っ
た
方
は
、
こ
の
健
診
の
代
わ
り

と
し
て
、
市
か
ら
補
助
を
受
け
て

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

補
助
額
（
２
０
２
０
年
度
の
上
限
）

▼
１
日
ま
た
は
半
日
人
間
ド
ッ
ク

…
１
万
５
千
円

▼
１
泊
２
日
ま
た
は
２
日
間
通
院

人
間
ド
ッ
ク
…
３
万
円

対　

象　

次
の
①
ま
た
は
②
に
該

当
し
、
条
件
㋐
～
㋔
の
全
て
に
該

当
す
る
方

①
国
民
健
康
保
険
加
入
の
35
～
74

　

歳
の
方

②
市
内
在
住
で
後
期
高
齢
者
医
療

　

制
度
に
加
入
し
て
い
る
方

【
条
件
】

㋐
特
定
健
診
項
目
の
受
診
結
果
を

　

提
出
し
て
い
た
だ
け
る
方

㋑
２
０
２
０
年
度
中
に
、
若
年
者

　

健
診
、
特
定
健
診
ま
た
は
後
期

　

高
齢
者
健
診
を
受
診
し
て
い
な

　

い
方

㋒
２
０
２
０
年
度
中
に
、
補
助
金

　

の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
方

➊
医
療
機
関
へ
受
診
者
自
身
が
予

　

約
す
る

　
　
　
　
　
　

↓

➋
健
康
づ
く
り
課
（
本
庁
舎
１
階
）

　

で
申
請
書
を
受
け
取
る

　
　
　
　
　
　

↓

➌
人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
す
る

　

※
医
療
機
関
へ
申
請
書
を
提
出

　

し
証
明
を
受
け
る
。
受
診
費
用

　

の
全
額
を
医
療
機
関
へ
支
払
う
。

　
　
　
　
　
　

↓

➍
健
康
づ
く
り
課
へ
申
請
書
と
人

　

間
ド
ッ
ク
の
受
診
結
果
を
提
出

　

す
る

　
　
　
　
　
　

↓

➎
指
定
し
た
金
融
機
関
の
口
座
に

　

市
か
ら
補
助
金
が
振
り
込
ま
れ

　

る
（
市
が
審
査
後
に
口
座
振
込
）

　

提
出
さ
れ
た
人
間
ド
ッ
ク
の
受

診
結
果
を
も
と
に
、
保
健
師
や
管

理
栄
養
士
が
生
活
習
慣
の
見
直
し

方
法
を
一
緒
に
考
え
る
な
ど
、
受

診
者
一
人
ひ
と
り
の
支
援
を
し
て

い
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

補
助
の
内
容

申
請
方
法

生
活
習
慣
の
改
善
を
支
援

㋓
ほ
か
の
医
療
保
険
で
人
間
ド
ッ

　

ク
の
助
成
を
受
け
ら
れ
な
い
方

㋔
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
方

問
合
せ　

総
務
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

義
援
金

須
高
地
域
の
医
療
を
守
ろ
う

義
援
金

　

県
は
１
月
14
日
に
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
を
受
け
入
れ

る
医
療
提
供
体
制
の
切
迫
度
を
３

段
階
で
示
す
「
医
療
ア
ラ
ー
ト
」
の

最
高
レ
ベ
ル
「
医
療
非
常
事
態
宣

言
」
を
全
県
に
発
令
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

患
者
の
治
療
や
感
染
拡
大
防
止
活

動
に
従
事
す
る
須
高
地
域
の
医
療

従
事
者
の
皆
さ
ん
を
支
援
す
る
義

援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
か
ら
の
ご
寄
付
は
４
２

１
万
９
４
５
７
円
（
１
月
18
日
現

在
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

受
付
期
限　

３
月
31
日
㈬

義
援
金
の
受
入
方
法

　

下
記
の
指
定
口
座
に
よ
る
受
け

入
れ
の
み
と
な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
く
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

金融機関

八十二銀行

須坂市役所出張所

長野県労働金庫

須坂支店

ゆうちょ銀行

口座番号

普通預金　132849

普通預金 4023817

00190‐1‐266085

口座名義

ｽｺｳﾁｲｷﾉｲﾘｮｳｦﾏﾓﾛｳｷﾞｴﾝｷﾝ

須高地域の医療を守ろう義援金
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コロナ禍の今だからこそ
「フレイル」を予防しましょう

介護予防

問合せ　地域包括支援センター（☎026‐245‐4566）

「
フ
レ
イ
ル
」っ
て
な
に
？

予
防
し
ま
し
ょ
う

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
ま
し
ょ
う

　

フ
レ
イ
ル
と
は
、
年
齢
と
と
も

に
心
と
身
体
の
活
力
が
衰
え
た
状

態
を
い
い
ま
す
。
健
康
な
状
態
と

介
護
が
必
要
な
状
態
の
中
間
の
段

階
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

フ
レ
イ
ル
は
、
体
力
や
筋
力
の

低
下
と
い
っ
た
身
体
的
な
衰
え
だ

け
で
な
く
、
認
知
機
能
の
低
下
や

う
つ
な
ど
の
精
神
・
心
理
的
な
衰

え
、
閉
じ
こ
も
り
や
経
済
的
困
窮

な
ど
を
含
む
多
面
的
な
概
念
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
流
行
し
て
い
る
中
で
感
染
拡
大

を
防
止
す
る
た
め
に
外
出
を
控
え

て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
外
出
を
控
え
す
ぎ
る
こ

と
で
フ
レ
イ
ル
が
進
行
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。

　

い
つ
ま
で
も
元
気
な
毎
日
を
過

ご
す
た
め
に
は
、
フ
レ
イ
ル
の
予

防
・
改
善
が
大
切
で
す
。

３
つ
の
柱

　

次
の
項
目
で
１
～
２
つ
当
て
は

ま
る
と
フ
レ
イ
ル
予
備
群
に
、
３

つ
以
上
当
て
は
ま
れ
ば
フ
レ
イ
ル

の
疑
い
が
高
く
な
り
ま
す
。

□
半
年
で
体
重
が
２
～
３
㎏
減
っ

　

た 

□
最
近
疲
れ
や
す
く
な
っ
た

□
筋
力
・
握
力
が
低
下
し
た
（
ペ

　

ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ふ
た
が
開
け
に

　

く
く
な
っ
た
）

□
以
前
よ
り
歩
く
速
度
が
遅
く
な

　

っ
た

□
外
出
す
る
機
会
が
減
っ
た

　

フ
レ
イ
ル
が
進
行
す
る
と
、
身

体
の
回
復
力
や
抵
抗
力
が
低
下
し
、

疲
れ
が
取
れ
ず
回
復
し
に
く
く
な

り
ま
す
。
抵
抗
力
を
下
げ
な
い
よ

う
に
す
る
た
め
に
も
フ
レ
イ
ル
を

予
防
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

フ
レ
イ
ル
を
予
防
す
る
た
め
に

は
、
「
運
動
」「
食
生
活
」
「
社
会
参

加
」
が
大
き
な
３
つ
の
柱
に
な
り

ま
す
。
ま
た
、
高
血
圧
や
糖
尿
病

と
い
っ
た
生
活
習
慣
病
な
ど
の
重

症
化
の
予
防
も
大
切
で
す
。

【
運
動
】

☆
積
極
的
に
身
体
を
動
か
し
ま
し

ょ
う

　

身
体
を
動
か
す
筋
力
を
維
持
す

る
た
め
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど

の
有
酸
素
運
動
に
加
え
て
筋
ト
レ

も
重
要
で
す
。

【
食
生
活
】

☆
主
食
と
主
菜
を
し
っ
か
り
食
べ

ま
し
ょ
う

　

１
日
３
食
を
し
っ
か
り
食
べ
ま

し
ょ
う
。
バ
ラ
ン
ス
よ
く
栄
養
素

が
取
れ
る
よ
う
、
１
日
２
食
は
「
一

汁
三
菜
」
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

☆
タ
ン
パ
ク
質
を
し
っ
か
り
取
り

ま
し
ょ
う

　

筋
肉
の
材
料
と
な
る
タ
ン
パ
ク

質
が
不
足
し
な
い
よ
う
に
、
肉
、

魚
、
卵
、
大
豆
製
品
、
乳
製
品
な

ど
を
毎
日
取
り
ま
し
ょ
う
。

【
社
会
参
加
】

☆
家
族
や
友
人
と
の
支
え
合
い
が

大
切
で
す

〇
外
出
し
に
く
い
今
だ
か
ら
こ
そ
、

家
族
や
近
く
に
い
る
友
人
と
互
い

に
支
え
合
い
、
電
話
な
ど
を
利
用

し
た
り
意
識
的
に
交
流
し
ま
し
ょ

う
。

〇
手
洗
い
や
マ
ス
ク
の
着
用
な
ど
、

感
染
予
防
対
策
を
し
っ
か
り
し
て

サ
ー
ク
ル
活
動
や
買
い
物
な
ど
の

外
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

自宅で簡単にできる運動のリーフレット

　地域包括支援センターでは、自宅で簡単

にできる運動のリーフレット（右の写真）を

作成しました。地域包括支援セ

ンターの窓口（市役所２階）で配

布しています。市のホームペー

ジからもダウンロードできます。

リーフレットの運動を紹介します

椅子から立ち上がり運動

～お尻や太もも前などの筋トレ～

目安：８秒×５回

①両手を胸の前で組む

②両足を肩幅に開いて４秒数えながら立ち

　上がる

③４秒数えながら座る

※真上に立ち上がるように意識する。

※膝がつま先より前に出ないようにする。

▲高齢者の生活を見守る
　イメージキャラクター
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子
育
て
支
援

な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス
ポ
ー
ト

事
業
の
協
賛
店
舗
を
募
集

問
合
せ　

子
ど
も
課
（
☎
０
２
６
‐
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

　

18
歳
以
下
の
子
ど
も
（
18
歳
に

達
す
る
年
度
の
３
月
末
ま
で
）
が

い
る
世
帯
と
妊
婦
さ
ん
が
い
る
世

帯
に
、
市
が
パ
ス
ポ
ー
ト
カ
ー
ド

（
左
の
上
段
写
真
）を
配
布
し
て
い

　

市
で
は
、「
長
野
県
将
来
世
代
応

援
県
民
会
議
」と
連
携
・
協
働
し
て
、

「
な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待
パ
ス

ポ
ー
ト
事
業
」を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
地
域
全
体
で
子
育
て
家
庭
を

応
援
し
よ
う
」
と
い
う
趣
旨
に
協

賛
い
た
だ
け
る
企
業
や
店
舗
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

な
が
の
子
育
て
家
庭
優
待

パ
ス
ポ
ー
ト
っ
て
な
に
？

ど
ん
な
協
賛
店
舗
が
あ
る
の
？

　

優
待
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
は
▼
買

う
▼
食
べ
る
▼
暮
ら
す
▼
遊
ぶ
な

ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
サ
ー
ビ
ス
内
容

は
、
協
賛
店
舗
が
そ
れ
ぞ
れ
独
自

に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

協
賛
店
舗
は
、
２
０
２
０
年
12

月
末
現
在
で
５
４
２
０
店
舗
（
う

ち
市
内
は
１
０
１
店
舗
）
で
す
。 

【
優
待
サ
ー
ビ
ス
の
例
】　

▼
子
ど
も
に
対
す
る
ド
リ
ン
ク
無

　

料
サ
ー
ビ
ス

▼
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
ポ
イ
ン
ト

　

を
２
倍
進
呈　
　
　
　
　

な
ど

申
込
方
法　

子
ど
も
課
（
窓
口
10

番
・
東
庁
舎
１
階
）
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
あ
る
「
協
賛
申
込
書
」
に
必

要
事
項
を
記
入
し
て
、
子
ど
も
課

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
申
し
込

み
は
随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
）
。

協
賛
店
舗
を
募
集
し
ま
す

パスポート
カード配布

優待サービスを提供
（割引・ポイントなど）

パスポートカード
を提示（買い物など）

協賛の申
し込み

ポスター・
ステッカー配布

▼須坂市▼長野県将来世代応援県民会議

企業・店舗 家庭

■事業のイメージ

ま
す
。
協
賛
店
舗
で
こ
の
カ
ー
ド

を
提
示
す
る
こ
と
で
、
特
典
や
割

引
な
ど
の
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
18
歳
以
下
の
子
ど
も
が

３
人
以
上
い
る
世
帯
へ
、
「
多
子

世
帯
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム
パ
ス
ポ
ー

ト
」
（
左
上
の
下
段
写
真
）を
配
布

し
て
い
ま
す
。

※
「
多
子
世
帯
応
援
プ
レ
ミ
ア
ム

パ
ス
ポ
ー
ト
」
の
提
示
で
、
多
子

世
帯
向
け
の
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
行

っ
て
い
る
店
舗
も
あ
り
ま
す
（
希

望
す
る
店
舗
の
み
）
。

※
協
賛
店
舗
や
優
待
サ
ー
ビ
ス
の

詳
細
は
、
協
賛
店

舗
検
索
サ
イ
ト
で

確
認
で
き
ま
す
。

人

権

コ

ー

ナ

ー

人
権
擁
護
委
員　

嶋
倉
德
子
さ
ん

コ
ロ
ナ
禍
で
の
人
権
擁
護
委
員
活
動

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
人
権

擁
護
委
員
法
に
基
づ
き
、
市
区

町
村
ご
と
に
配
置
さ
れ
法
務
大

臣
が
委
嘱
す
る
民
間
人
で
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
さ
ま
ざ

ま
な
方
々
か
ら
人
権
相
談
を
受

け
た
り
、
人
権
の
考
え
を
広
め

た
り
、
地
域
の
中
で
人
権
が
侵

害
さ
れ
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て

人
権
を
擁
護
し
て
い
く
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

　

須
高
部
会
の
活
動
は
、
人
権

相
談
、
人
権
啓
発
な
ど
で
、「
よ

ろ
ず
な
ん
で
も
相
談
」
、
人
権
の

花
運
動
、
子
ど
も
人
権
教
室
、
人

権
作
文
の
依
頼
、ス
ポ
ー
ツ
団
体

と
協
力
し
て
の
啓
発
活
動
な
ど

で
す
。
活
動
す
る
た
め
の
研
修

会
も
大
切
な
活
動
の
一
つ
で
す
。

　

本
年
１
月
に
発
行
さ
れ
た「
男

女
共
同
参
画
い
き
い
き
通
信
」

で
は
「
地
域
の
身
近
な
相
談
パ

ー
ト
ナ
ー
」
と
し
て
、
長
野
県

人
権
擁
護
委
員
協
議
会
須
高
部

会
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昨
年
は

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
活
動
が
縮

小
さ
れ
、
思
う
よ
う
な
活
動
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
世

界
中
で
人
権
侵
害
を
感
染
さ
せ

て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
よ
る
差
別
問
題

が
多
数
発
生
し
、
大
き
な
人
権

問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
不
安

や
恐
れ
か
ら
嫌
悪
、
偏
見
を
生

み
、
誹ひ

ぼ

う謗
中
傷
な
ど
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
す
ぐ
に
拡

散
さ
れ
、
知
ら
な
い
う
ち
に
人

を
傷
つ
け
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

安
易
な
気
持
ち
で
情
報
を
流
す

こ
と
は
、
重
大
な
人
権
侵
害
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
思
い

や
り
を
持
ち
、
相
手
の
立
場
で

考
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
に
よ
り
思
う

よ
う
な
活
動
が
で
き
て
い
ま
せ

ん
が
、
私
自
身
は
「
人
権
」
に
つ

い
て
よ
く
考
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
新
し
い
生
活
様
式
の

中
で
、
人
権
擁
護
委
員
と
し
て

で
き
る
こ
と
を
考
え
活
動
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



・16・2021年２月号

地域おこし

協力隊員の

活動報告

　

２
０
２
０
年
４
月
に
商
業
観
光
課
所
属
の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

着
任
し
た
鎌
倉
美
恵
子
で
す
。
空
き
物
件
の
発
掘
と
交
渉
、
商
店
街

の
活
性
化
に
つ
が
な
る
活
用
方
法
を
考
え
、
貸
し
主
と
借
り
主
の

マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
「
町
な
か
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」が
主
な
活
動
で
す
。

　

私
は
以
前
に
建
築
関
係
の
仕
事
に
従
事
し
、
空
き
家
対
策
や
遺
品

整
理
な
ど
の
問
題
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
解
決
に
は
時
間
と

労
力
を
要
し
、
再
生
が
困
難
で
費
用
が
掛
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、

今
ま
で
の
経
験
や
知
識
、
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
て
、
空
き
物
件
を
持

続
可
能
な
店
舗
や
場
所
に
変
え
て
い
き
た
い
と
考
え
、
協
力
隊
員
に

な
り
ま
し
た
。

　

４
～
５
月
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
あ
ま
り
活
動
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
６
月
ご
ろ
か
ら
、
閉
店
し
た
洋
品
店
の
在
庫
を
ガ
レ
ッ
ジ

セ
ー
ル
し
て
、
そ
の
売
り
上
げ
で
無
料
休
憩
所
を
作
っ
た
り
、
空
き

倉
庫
の
借
り
主
を
探
し
て
新
店
舗
誕
生
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
空

き
住
居
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
家
の
片
付
け
や
改
修
の
相
談
を
受
け
た
り

と
、
利
用
方
法
を
見
つ
け
て
再
生
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　

12
月
に
は
「
桜
木
町
通
り　

蚤の
み

の
市
」を
開
催
し
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

対
策
を
考
慮
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
好
評
の
声
を
い
た
だ
き
、
継
続
し

て
開
催
し
て
い
き
た
い
で
す
。
ま
た
、
密
に
な
ら
な
い
よ
う
に
各
所

で
同
時
開
催
し
て
、
皆
さ
ん
が
楽
し
く
須
坂
を
回
遊
で
き
る
催
し
を

企
画
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

須
坂
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
さ
れ
面
白
い
方
が
た
く
さ
ん
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
個
々
の
活
動
が
つ
な
が
っ
て
線
に
な
れ
ば

大
き
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
点
を
つ
な
い
で
線

に
、
人
と
人
を
つ
な
げ
る
場
所
を
増
や
す
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
私
た
ち
が
こ
の
よ
う
な
活
動
が
で
き
る
の
は
、
皆
さ
ん
の

ご
理
解
、
ご
協
力
に
よ
る
も
の
で
本
当
に
感
謝
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。 鎌

かまくら

倉美
み え こ

恵子隊員

　

毎
年
好
評
の
「
や
っ
ぱ
り
カ
レ

ー
だ
ね
フ
ェ
ス
」
が
さ
ら
に
グ
レ

ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
開
催
中
で
す
。

　

今
年
は
参
加
店
が
増
え
、
須
坂

市
内
だ
け
で
な
く
、
小
布
施
町
と

高
山
村
の
お
店
も
参
加
し
て
盛
り

上
が
っ
て
い
ま
す
。

〈
須
坂
市
〉

①
ク
ル
ア　

ア
リ
ヤ

②
か
ね
き

③
ス
イ
ー
ツ
マ
ー
ケ
ッ
ト
カ
フ
ェ

④
お
や
つ
と
ご
は
ん
の
店 

a
i

⑤
み
の
り

⑥
枠
屋

⑦
も
も
ふ
く
ふ
く

⑧i
l
 
v
i
c
o

⑨
喫
茶
「
龍
潜
」

⑩
山
下
薬
局

⑪
ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
蔵

⑫
な
か
ざ
わ
商
店

やっぱりカレーだねフェス

イベント

問合せ　やっぱりカレーだねフェス実行委員会（☎090‐8328‐5899）

３月14日㈰まで開催中

参
加
店
一
覧

参
加
方
法

〈
小
布
施
町
〉

①
レ
ス
ト
ラ
ン　

メ
イ
プ
ル

②
Ｔ
Ｏ
Ｍ
Ｍ
Ｙ
‘
Ｓ

③
桂
亭

④
ヒ
ロ
シ
マ
ン
と
利
平
さ
ん

⑤
パ
ン
と
焼
菓
子 

o
h
a
n
a

⑥
響
Ｙ
Ｕ
Ｒ
Ａ

⑦
小
布
施
温
泉　

あ
け
び
の
湯

⑧K
I
T
C
H
E
N

　

穴
Ｇ
Ｏ
Ｈ
Ａ
Ｎ

〈
高
山
村
〉

①
ヴ
ェ
レ
ゾ
ン

　

１
軒
目
の
参
加
店
で
「
Ｍ
Ａ
Ｐ

ト
ー
ト
」を
１
０
０
円
で
購
入
し
、

各
店
で
カ
レ
ー
メ
ニ
ュ
ー
を
注
文

す
る
と
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶
バ
ッ
チ
が

も
ら
え
ま
す
。
偶
数
回
目
に
足
を

運
ん
だ
お
店
で
は
シ
ー
ク
レ
ッ
ト

缶
バ
ッ
チ
も
ゲ
ッ
ト
で
き
ま
す
。

缶
バ
ッ
チ
を
集
め
て
、
Ｍ
Ａ
Ｐ
ト

ー
ト
を
完
成
さ
せ
ま
し
ょ
う
！

公
式
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
こ
ち
ら
。

一
部
店
舗
で
デ

リ
バ
リ
ー
も
行

っ
て
い
ま
す
。



2021年２月号・17・

市長の

いきいき
　　通信

市
長
選
挙
か
ら
１
年

　
初
心
忘
れ
ず

　

昨
年
の
市
長
選
挙
か
ら
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
毎
年
、
こ
の

時
期
に
は
、
選
挙
で
ご
支
援
を
頂
戴
し
た
こ
と
、
戸
別
訪
問
や
事

務
所
、
演
説
会
な
ど
で
ご
意
見
を
伺
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
、
初

心
を
忘
れ
ず
市
民
目
線
に
立
ち
返
っ
て
市
政
運
営
を
と
、
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
拡
大
感
染
す
る
前
は
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
懇
談
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
が
、
感
染
拡
大
に
よ
り
そ
の

機
会
が
め
っ
き
り
減
少
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
感
染
防
止
対
策

を
講
じ
て
市
民
や
市
民
団
体
と
の
飲
食
を
伴
わ
な
い
懇
談
を
で
き

る
だ
け
行
っ
た
り
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

て
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
は
、
ど
こ
で

も
、
相
手
方
の
都
合
の
い
い
時
間
で
気
軽
に
情
報
交
換
が
で
き
る

た
め
便
利
で
す
。
さ
ら
に
、
全
国
市
長
会
な
ど
の
全
国
的
な
情
報

交
換
を
直
接
行
う
こ
と
が
で
き
に
く
く
な
り
、オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
、

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
情
報
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
市
長
在
職
期
間
が
長
く
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
知
り
合
い

の
市
町
村
長
や
民
間
人
も
増
え
、
い
く
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
参
加

し
て
有
意
義
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
に
昨
年

の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
紅
白
歌
合
戦
に
イ
ラ
ス
ト
入
り
の
シ
ャ
ツ
を
着
て
出
演

さ
れ
た
松
任
谷
由
実
さ
ん
も
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
「
み
ん

な
の
応
援
村
」
に
も
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

須
坂
市
の
た
め
に
引
き
続
き
公
私
に
わ
た
っ
て
活
動
し
て
い
き

ま
す
。

▼
市
長
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
「
虹
の
ほ
ほ
え
メ
ー
ル
」を
毎
週
木
曜
日
に

お
届
け
し
ま
す
。
登
録
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.
n
a
g
a
n
o
.
j
p
/
c
o
n
t
e
n
t
s
/
m
e
l
m
a
g
a
/

問合せ　市民課（☎026‐248‐9002）

区長紹介

市民の皆さんのご協力をお願いします

各町の区長さんを
紹介します

（
敬
称
略
）

穀　

町　
　
　

田　

中　

孝　

芳

上　

町　
　
　

清　

水　
　
　

保

本
上
町　
　
　

小
野
澤　
　
　

学

上
中
町　
　
　

中　

村　

貴　

彦

中　

町　
　
　

中　

野　

博　

勝

春
木
町　
　
　

倉　

田　

治　

夫

太
子
町　
　
　

千　

村　

正　

純

新　

町　
　
　

浦　

野　

亮　

一

常
盤
町　
　
　

北　

村　
　
　

茂

横　

町　
　
　

廣　

田　

正　

人

東
横
町　
　
　

丸　

山　

剛　

夫

南
横
町　
　
　

金　

児　

忠　

丸

北
横
町　
　
　

田　

尻　

弘　

文

立　

町　
　
　

小　

林　
　
　

宏

馬
場
町　
　
　

山　

岸　
　
　

眞

西　

町　
　
　

滝　

沢　

全　

治

須
坂
ハ
イ
ラ
ン
ド
町

　
　
　
　
　
　

小　

林　
　
　

衛

坂
田
町　
　
　

池　

田　

誠　

治

南
原
町　
　
　

戸
井
田　
　
　

均

北
原
町　
　
　

飯　

川　

敏　

雄

小
山
町　
　
　

関　

口　

正　

寿

屋
部
町　
　
　

樋　

口　
　
　

篤

八
幡
町　
　
　

田　

中　
　
　

均

境
沢
町　
　
　

畠　

山　

信　

重

相
森
町　
　
　

竹　

前　

了　

一

高
橋
町　
　
　

北　

澤　

重　

雄

大
谷
町　
　
　

牧　
　
　

六　

郎

本
郷
町　
　
　

山　

﨑　

辰　

男

高
畑
町　
　
　

返　

町　

輝　

雄

南
小
河
原
町　

阿　

部　

勝　

美

小
河
原
町　
　

川　

口　

弘　

行

新
田
町　
　
　

上
野
原　

嘉　

樹

小
島
町　
　
　

山　

岸　

勝　

造

相
之
島
町　
　

市　

村　

順　

一

北
相
之
島
町　

駒　

津　
　
　

侑

豊
島
町　
　
　

北　

澤　

繁　

則

旭
ケ
丘
町　
　

西　

山　

俊　

之

北
旭
ケ
丘
町　

関　

谷　

俊　

生

松
川
町　
　
　

和　

田　

昭　

彦

光
ケ
丘
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

　
　
　
　
　
　

奥　

原　

利　

広

八
重
森
町　
　

根　

本　

健　

一

沼
目
町　
　
　

寺　

澤　

春　

彦

塩
川
町　
　
　

藤　

本　

光　

雄

高
梨
町　
　
　

湯　

本　

次　

雄

五
閑
町　
　
　

藤　

沢　
　
　

雄

村
山
町　
　
　

黒　

岩　

基　

之

田
の
神
町　
　

菅　

原　

宗　

男

井
上
町　
　
　

山　

﨑　

喜　

雄

福
島
町　
　
　

丸　

山　
　
　

登

中
島
町　
　
　

近　

藤　

正　

博

九
反
田
町　
　

橋　

本　

宗　

夫

幸
高
町　
　
　

山　

岸　

義　

一

米
持
町　
　
　

大　

峽　

邦　

夫

二
睦
町　
　
　

髙　

橋　

好　

身

上
八
町　
　
　

関　

野　

郁　

也

下
八
町　
　
　

村　

石　

幸　

夫

野
辺
町　
　
　

中　

嶋　

俊　

親

村
石
町　
　
　

小　

林　

悦　

雄

明
徳
町　
　
　

稲　

田　

恭　

久

望
岳
台　
　
　

宮　

澤　

清　

一

仁
礼
町　
　
　

駒　

津　

幸　

司

亀
倉
町　
　
　

返　

町　

幸　

見

夏
端
町　
　
　

井　

田　

義　

男

米
子
町　
　
　

竹　

前　

和　

幸

塩
野
町　
　
　

酒　

井　

近　

男

峰
の
原
高
原　

新　

田　

克　

己

大
日
向
町　
　

日　

䑓　

勝　

次

豊
丘
町　
　
　

遊　

馬　

照　

男

豊
丘
上
町　
　

坂　

田　

敏　

夫

　区長の皆さんには、町区の
リーダーとしてご尽力いただ
くとともに、市民と行政との
パイプ役としても、ご活躍い
ただきます。



2021年２月号 ・18・

メモ

■よろずなんでも相談☎245-0909
と　き　16日㈫　10:00～12:00
ところ　人権交流センター
問合せ　人権同和政策課（要予約）

■もの忘れ相談日☎245-4566
と　き　24日㈬　8:30～17:15
ところ　地域包括支援センター
        （本庁舎２階）　

■子ども課相談室☎248-9026
　（子育て相談、家庭生活など）
と　き　月～金曜日※　8:30～17:15
ところ　子ども課（東庁舎１階）

■教育相談室☎248-0001
と　き　月～金曜日※　8:30～17:15
ところ　学校教育課（東庁舎１階）

■空き家バンク活用相談☎248-9017
と　き　月～金曜日※　9:00～17:00
ところ・問合せ　政策推進課
　　　　　　　（本庁舎２階、要予約）

■日本政策金融公庫相談会☎245-0031
ところ・問合せ　須坂商工会議所

■年金相談☎244-4100（代表）
と　き　月～金曜日※、第２土曜日
ところ・問合せ　長野北年金事務所
　　　　　　　（長野市、要予約）

■不動産無料相談☎228-2130
と　き　15日㈪　10:00～15:00
ところ　長野県不動産会館（長野市）
問合せ　県宅地建物取引業協会長野支部

■弁護士の無料法律相談☎248-9977
と　き　25日㈭　13:00～16:00
ところ　須坂市生涯学習センター
　　　　（旧須坂市中央公民館）　　
問合せ　まいさぽ須坂（要予約）

■シルバー人材センター入会説明☎246-2003
と　き　17日㈬　13:30～
ところ　シルバー人材センター

■結婚相談☎214-2994
と　き　７日㈰、21日㈰
        9:00～12:00
ところ　社会福祉協議会（要予約）

■司法書士無料相談☎245-0031
と　き　25日㈭　13:00～15:00
ところ　須坂商工会議所（要予約）

市外局番…（026）

木 金 土
5

12

19

26

6

20

27

4

11

18

25

13

 4  5  

健

講

健

健

高齢者健康教室公開

講座（P24）

うつ病の方の家族教室

（P24）

野菜づくりのコツと

裏ワザ講座（P24）

３カ月児健康診査

（P25）

３歳児健康診査（P25）

信州医療センター

■行政書士無料相談☎245-0031
と　き　22日㈪　13:30～16:00
ところ　須坂商工会議所（要予約）

※祝日を除く

診

３カ月児健康診査

（P25）

健

旧小田切家企画展「長

野県ゆかりの工芸作

家 伝統工芸長野展」

（～４月７日）（P23）

１歳６カ月児健康診査

（P25）

イ 動物園「バレンタイン

ZOO」（～14日）（P32）

講

講

イ



2021年２月号・19・

２月

2021年 …休日緊急診療室

…各種健康診査など

…イベント情報など

…各種講座・教室

健

講

診

イ

税金などの納期限
納期限･口座振替日

３月１日㈪

固定資産税・都市計画税……４期

国民健康保険税（普通徴収）…８期

後期高齢者医療保険料（普通徴収）…８期

介護保険料（普通徴収）………11期

下水道受益者負担金・分担金…４期

日 月 火 水

7

14

21

28

 9

16

 3

10

17

2422

15

 8

23

 1  2  3

信州医療センター

信州医療センター

信州医療センター

税金などの納期限
※詳細は上段をご覧
ください。

１歳児健康相談（P25）

信州医療センター

 2 1

『須坂市家庭の日』

健

相

信州医療センター

２歳児健康相談（P25）

診

診

診

診

…お知らせなど知

診

確定申告、市・県民税

申告相談期間（～３月

15日）（P11）

講 かみかみ離乳食講座

（P25）

※今月号は38ページのため、カレンダーは見開きになりません。

知

…各種相談会など相

Ｊアラート訓練放送

（P21）

人権問題学習会（P23）講

健

もぐもぐ離乳食講座

（P25）

講

動物園「節分イベント」

（～３日）（P32）

かみかみ離乳食講座

（P25）

講

イ



広
告
欄

お 

知 

ら 

せ

2021年２月号 ・20・

市外局番…（026）

須坂市役所　代表０２６－２４５－１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
ｅメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、年末年始を除く)

情報ファイル情報ファイル
須坂市役所　代表☎２４５‐１４００
〒382‐8511　須坂市大字須坂1528‐１
Eメール info@city.suzaka.nagano.jp
ホームページ　httpｓ://www.city.suzaka.nagano.jp/
市役所の業務時間　　平日の午前8時30分～午後5時15分
　　　　　　　　　　(土・日曜日、祝日、12月29日～1月3日を除く)

月月月情報ファイル ２２２

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

◎
Ｆ
Ｍ
ぜ
ん
こ
う
じ
（
76
・
５
Ｆ
Ｍ
）
の
番
組
に
市
長
が
出
演
し
ま
す
。
放
送
日
時 

３
月
３
日
㈬
午
後
０
時
15
分
頃
～
（
約
15
分
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、イ
ベ
ン
ト
や
催
し
、

講
座
な
ど
が
延
期
ま
た
は
中
止
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
開
催
に
関
し
て
は
主
催

者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
高
齢
者
肺
炎
球
菌
の
定
期
予

　
防
接
種
は
３
月
末
ま
で
に
受

　
け
て
く
だ
さ
い

　

対
象
者
の
う
ち
接
種
を
希
望
す

る
方
に
は
予
診
票
を
発
行
し
ま
す
。

健
康
づ
く
り
課
（
窓
口
６
番
・
本
庁

舎
１
階
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

対　

象　

２
０
２
０
年
度
中
に
65
・

70
・
75
・
80
・
85
・
90
・
95
・
１
０
０
歳

以
上
に
な
る
（
な
っ
た
）
方

※
２
０
２
０
年
度
の
対
象
年
齢
で

も
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

を
受
け
た
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

●
２
０
２
１
年
度
各
種
健
康
診

　
査
の
申
し
込
み
は
２
月
12
日

　
　
ま
で
で
す

㈮

　

２
０
２
１
年
度
に
実
施
す
る
各

●
県
民
交
通
災
害
共
済
に
加
入

　
し
ま
し
ょ
う

　

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
交
通

事
故
で
負
傷
し
た
と
き
に
入
院
や

通
院
の
日
数
に
応
じ
て
２
万
円
（
２

日
）
～
最
高
１
０
０
万
円
（
死
亡
）

の
見
舞
金
を
支
払
う
助
け
合
い
の

●
松
く
い
虫
の
防
除
作
業
の

　
お
知
ら
せ

　

松
く
い
虫
の
防
除
の
た
め
、
被

害
の
顕
著
な
地
区
か
ら
順
次
、
被

害
木
の
伐
倒
作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　

伐
倒
作
業
の
都
合
上
、
事
前
に

森
林
所
有
者
の
皆
さ
ん
に
ご
連
絡

す
る
こ
と
な
く
伐
倒
駆
除
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き

く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

【
安
全
運
転
相
談
窓
口
に
ご
相
談

 

く
だ
さ
い
】

　

加
齢
な
ど
に
伴
う
身
体
機
能
の

低
下
は
、
運
転
操
作
の
ミ
ス
へ
と

つ
な
が
り
、
交
通
事
故
や
高
速
道

路
で
の
逆
走
な
ど
を
引
き
起
こ
す

可
能
性
が
高
ま
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
高
齢
や
病
気
な
ど

で
運
転
を
続
け
る
こ
と
に
不
安
を

感
じ
る
方
の
た
め
に
安
全
運
転
相

談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

須
坂
警
察
署
（
☎
２
４
６
‐
０
１

１
０
）
ま
た
は
、
安
全
運
転
相
談

ダ
イ
ヤ
ル
（
＃

シ
ャ
ー
プ

８ハ

レ

バ

レ

０
８
０
）
ま
で
気

●
安
全
運
転
相
談
窓
口
と
自
動

　
車
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

　
の
ご
案
内

●
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　

火
災
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

種
健
康
診
査
の
対
象
世
帯
に
、「
各

種
健
康
診
査
申
込
書
（
は
が
き
）
」

を
同
封
し
、
１
月
中
旬
に
郵
送
し

ま
し
た
。

　

申
込
書
に
は
、
対
象
の
ご
家
族

を
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望

す
る
健
診
欄
に
○
を
し
て
、
郵
便

ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

２
月
12
日
㈮（
必
着)

問
合
せ　

健
康
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
８
）

期　

間　

３
月
１
日
㈪
～
７
日
㈰

問
合
せ　

消
防
本
部
予
防
課

（
☎
２
４
５
‐
４
２
０
０
）

【
春
季
火
災
予
防
運
動
に
伴
う
消

 

防
訓
練
】

　

消
防
本
部
お
よ
び
消
防
団
合
同

に
よ
る
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

と　

き　

３
月
６
日
㈯
午
前
９
時

～
９
時
45
分

と
こ
ろ　

須
坂
市
消
防
本
部

問
合
せ　

消
防
本
部
警
防
課

（
☎
２
４
５
‐
４
９
０
０
）

制
度
で
す
。

加
入
期
間　

４
月
１
日
～
２
０
２

２
年
３
月
31
日

会
費
（
年
額
）　

４
０
０
円

※
市
内
の
幼
稚
園
・
保
育
園
・
認

定
こ
ど
も
園
や
小
・
中
・
支
援
学

校
に
通
う
子
ど
も
は
、
園
や
学
校

で
団
体
加
入
で
き
ま
す
。
（
年
額

１
０
０
円
）

申
込
方
法　

各
家
庭
に
配
布
す
る

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

会
費
を
添
え
て
、
お
住
ま
い
の
区

ま
た
は
市
民
課
へ
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）　
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●
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
情

　
報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
す

　

全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ

ア
ラ
ー
ト
）を
通
じ
て
、
防
災
行
政

無
線
か
ら
訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

と　

き　

２
月
17
日
㈬
午
前
11
時

放
送
内
容　

「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
の
テ
ス
ト
で
す
。
」

問
合
せ　

総
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
０
）

●
地
域
の
花
づ
く
り
を
援
助
し

　
ま
す

　

地
域
で
花
壇
な
ど
を
整
備
し
て

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
で

　
市
税
・
上
下
水
道
料
金
が
納

　
付
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

４
月
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア

プ
リ
（P

a
y
P
a
y

・L
I
N
E
 
P
a
y

）で
、

市
税
・
上
下
水
道
料
金
の
納
付
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
『
広
報
須
坂
』
４
月
号
で

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

対　

象

①
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

②
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

③
軽
自
動
車
税
（
種
別
割
）

④
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
）

⑤
上
下
水
道
料
金

問
合
せ　

▼
①
～
④
…
税
務
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
１
）

▼
⑤
…
営
業
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
２
）

募
　
　
　

集

●
「
ひ
と
り
親
世
帯
臨
時
特
別

　
給
付
金
」
の
申
請
は
お
済
み

　
で
す
か

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
る
負
担
増
加
や
収
入

減
少
を
支
援
す
る
た
め
、「
ひ
と
り

親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
」
を
支

給
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
申
請
さ
れ
て
い
な
い
方
は

お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

高
校
３
年
生
ま
で
の
子

（
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
子
の
場

合
は
20
歳
未
満
）
を
養
育
し
て
い

る
ひ
と
り
親
世
帯

【
給
付
金
額
】

基
本
給
付　

１
世
帯
５
万
円
、
第

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

広
告
欄

◎
令
和
元
年
東
日
本
台
風
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ 

高
齢
者
福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
０
）

●
県
営
住
宅
入
居
者
募
集

募
集
期
間　

▼
２
月
10
日
㈬
▼
12

日
㈮
▼
14
日
㈰
～
19
日
㈮

と
こ
ろ　

長
野
県
住
宅
公
社
３
階

（
長
野
市
）

物　

件　

２
月
上
旬
こ
ろ
、
公
社

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

長
野
県
住
宅
供

給
公
社
県
営
住
宅
課

（
☎
２
２
７
‐
２
３
２
２
）

軽
に
お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
自
動
車
運
転
免
許
証
の
返
納
】

　

須
坂
市
で
は
自
動
車
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
し
た
65
歳
以
上
の

方
を
対
象
に
、
公
共
交
通
機
関
で

利
用
可
能
な
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
「
Ｋ
Ｕ

Ｒ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
」
１
枚
（
運
賃
１
５
０
０

円
分
）
の
引
換
券
を
進
呈
し
て
い

ま
す
。

　

高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
や
そ
の
ご
家

族
で
、
運
転
免
許
証
の
返
納
を
話

し
合
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

※
特
典
の
詳
細
は
、
市
民
課
ま
で

お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２
）

２
子
以
降
１
人
に
つ
き
３
万
円

追
加
給
付　

１
世
帯
５
万
円

基
本
給
付
の
再
支
給　

基
本
給
付

と
同
額

申
請
期
限　

２
月
26
日
㈮
（
必
着
）

給
付
金
の
支
給　

審
査
終
了
後
、

随
時
支
給
し
ま
す
。

※
２
０
２
０
年
６
月
分
の
児
童
扶

養
手
当
が
支
給
さ
れ
た
方
以
外
は

申
請
が
必
要
で
す
。

※
給
付
条
件
、
申
請
方
法
な
ど
の

詳
細
は
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

申
請
・
問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

●
信
州
す
ざ
か
農
業
小
学
校
の

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　

野
菜
作
り
が
好
き
な
方
や
子
ど

も
と
関
わ
る
こ
と
が
好
き
な
方
、

一
緒
に
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

作
業
内
容　

▼
子
ど
も
と
一
緒
に

農
作
業
（
田
植
え
・
野
菜
の
植
え
付

け
・
収
穫
な
ど
）
・
散
策
の
付
き
添

い
・
伝
統
行
事
の
手
伝
い
▼
田
畑

の
維
持
管
理
（
４
～
12
月
）

※
授
業
は
11
回
を
予
定
し
て
い
ま

す
。

開
校
場
所　

そ
の
さ
と
ホ
ー
ル
（
豊

丘
上
町
）・
そ
の
周
辺
の
農
地

申
込
期
限　

３
月
３
日
㈬

※
申
し
込
み
方
法
な
ど
詳
細
は
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

子
ど
も
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
６
）

い
る
団
体
を
対
象
に
、
花
苗
を
援

助
し
ま
す
。

※
植
栽
場
所
は
道
路
沿
い
の
空
き

地
や
公
会
堂
の
敷
地
な
ど
公
共
的

な
用
地
に
限
り
ま
す
。

申
請
方
法　

申
請
用
紙
を
ま
ち
づ

く
り
課
（
本
庁
舎
３
階
）
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
用
紙
は
、
ま
ち
づ
く
り
課

窓
口
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
請
期
限　

３
月
10
日
㈬

申
請
・
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
７
）
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広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

◎
東
日
本
大
震
災
義
援
金
と
平
成
28
年
熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ 

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
の
放
送
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

利
用
し
て
、
心
理
学
を
は
じ
め
社

会
か
ら
自
然
ま
で
幅
広
い
分
野
を

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る

通
信
制
の
大
学
で
す
。

出
願
方
法 

郵
送
ま
た
は
放
送
大
学

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
出
願

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

出
願
期
限

▼
第
１
回
…
２
月
28
日
㈰
（
必
着
）

●
放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

●
農
業
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集

【
モ
モ
栽
培
セ
ミ
ナ
ー
】

　

モ
モ
の
基
本
的
な
栽
培
知
識
と

技
術
を
習
得
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ

ー
を
市
内
の
園
地
で
開
催
し
ま
す
。

内　

容　

【
コ
ー
ス
１
】　

主
要
な

作
業
を
実
習
（
年
４
回
程
度
）

受
講
料　

無
料

【
コ
ー
ス
２
】　

コ
ー
ス
１
の
実
習

に
加
え
、
担
当
す
る
木
を
決
め
て
、

作
業
か
ら
収
穫
ま
で
を
実
習
（
草

刈
、
防
除
の
作
業
は
畑
の
管
理
者

が
行
い
ま
す
）

受
講
料　

１
万
円

対　

象　

モ
モ
を
栽
培
し
て
い
る

方
、
栽
培
を
検
討
中
の
方
で
、
農

業
経
営
を
行
っ
て
い
る
方
や
今
後

農
業
経
営
を
目
指
す
方

募
集
定
員　

各
10
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

２
月
26
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

農
林
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
４
）

【
須
高
果
樹
セ
ミ
ナ
ー
】

　

り
ん
ご
・
ぶ
ど
う
の
基
本
的
技

術
を
習
得
す
る
た
め
の
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。

期 

間 

４
月
以
降
毎
月
１
回
程
度

対　

象　

須
高
地
域
で
、
出
荷
・
販

売
を
目
的
に
果
樹
栽
培
を
行
っ
て

い
る
方
で
、
Ｉ
タ
ー
ン
・
Ｕ
タ
ー
ン

な
ど
に
よ
り
新
規
就
農
さ
れ
た
方
、

農
業
研
修
を
受
け
て
い
る
方 

な
ど

受
講
料　

無
料

募
集
人
数　

若
干
人

対　

象　

市
内
に
住
所
の
あ
る
母

子
・
父
子
家
庭
の
お
子
さ
ん
で
、

次
の
全
て
に
該
当
す
る
方

▼
２
０
２
１
年
４
月
に
大
学
（
短

期
大
学
を
含
む
）
に
進
学
す
る
方

▼
健
康
で
学
業
や
芸
術
、
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
の
成
績
が
特
に
優
れ
て
い
る
方

▼
経
済
的
な
理
由
で
修
学
が
困
難

●
村
石
母
子
・
父
子
家
庭
特
別

　
奨
学
生
募
集

●
市
有
地
の
公
募
抽
選
を

　
行
い
ま
す

　

市
有
地
お
よ
び
建
物
１
件
の
公

募
抽
選
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

所
在
地　

大
字
野
辺
１
７
８
３
番

４土　

地　

宅
地
、
１
６
１
・
98
㎡

建　

物　

木
造
瓦
葺ぶ

き

平
家
建
て
（
平

成
６
年
２
月
築
）
、
66
・
39
㎡

売
却
価
格　

５
３
０
万
５
千
円

受
付
期
間　

２
月
１
日
㈪
～
26
日

㈮
午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
平
日

の
み
）
に
財
政
課
（
本
庁
舎
２
階
）

で
公
募
抽
選
参
加
申
込
書
を
受
け

付
け
ま
す
。

※
公
募
抽
選
参
加
申
込
書
は
、
財

政
課
窓
口
の
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

抽
選
日 

３
月
３
日
㈬
午
後
３
時
～

※
物
件
は
現
状
有
姿
で
の
譲
渡
と

な
り
ま
す
。

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

●
「
臥
竜
公
園
さ
く
ら
ま
つ
り

　
２
０
２
１
」
出
店
者
募
集

出
店
条
件　

須
坂
市
内
で
事
業
を

さ
れ
て
い
る
方

出
店
場
所　

臥
竜
公
園　

正
面
口

西
側
駐
車
場
（
Ｐ
２
）

出
店
可
能
期
間　

４
月
３
日
㈯
～

25
日
㈰

募
集
期
間 

２
月
１
日
㈪
～
26
日
㈮

※
そ
の
他
の
詳
細
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
、
出
店
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理

事
務
所
（
☎
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

申
込
期
限　

３
月
12
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

長
野
農
業
農
村

支
援
セ
ン
タ
ー
技
術
普
及
課
地
域

第
三
係
（
☎
２
３
４
‐
９
５
３
５
）

▼
Ｊ
Ａ
な
が
の
須
高
営
農
セ
ン
タ

ー
営
農
課（
☎
２
４
５
‐
０
１
５
３
）

【
須
高
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
セ
ミ
ナ
ー
】

　

ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
栽
培
の
基
礎
知

識
を
、
実
習
を
中
心
に
学
び
ま
す
。

期 

間 

４
月
以
降
毎
月
１
回
程
度

対　

象　

須
高
地
域
で
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
栽
培
・
販
売
し
て
い
る
方

受
講
料　

１
１
０
０
円
（
教
科
書

代
他
）

申
込
期
限　

３
月
12
日
㈮

申
込
・
問
合
せ　

須
高
果
樹
セ
ミ

ナ
ー
と
同
じ

※
各
セ
ミ
ナ
ー
と
も
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り

開
催
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
第
２
回
…
３
月
16
日
㈫
（
必
着
）

※
詳
細
が
記
載
さ
れ
た
資
料
を
無

料
で
送
付
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

放
送
大
学
長
野

学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
２
６
６
‐
５
８
‐
２
３
３
２
）

※
月
曜
日
・
祝
日
休
み

〒
３
９
２
‐
０
０
０
４　

諏
訪
市
諏

訪
１
‐
６
‐
１
ア
ー
ク
諏
訪
３
階

い
。

問
合
せ　

財
政
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
１
６
）



2021年２月号・23・

市外局番…（026）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

広
告
欄

行

事
・

催

し

●
旧
小
田
切
家
住
宅
イ
ベ
ン
ト

入
館
料　

３
０
０
円

【
企
画
展　

「
長
野
県
ゆ
か
り
の
工

芸
作
家　

伝
統
工
芸
長
野
展　

早

春
か
ら
花
の
季
節
へ　

前
期
」
】

　

県
内
で
活
躍
す
る
工
芸
作
家
に

よ
る
グ
ル
ー
プ
展
を
開
催
し
ま
す
。

　

幅
広
い
分
野
の
工
芸
作
品
が
並

び
ま
す
。

期　

間 

２
月
19
日
㈮
～
４
月
７
日
㈬

※
２
月
の
開
館
は
午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時
30
分
（
入
館
は
午
後

４
時
ま
で
）で
す
。
３
月
か
ら
は
午

前
９
時
～
午
後
５
時
で
す
。

【
伝
統
工
芸
長
野
展
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク
】

と　

き　

２
月
20
日
㈯
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

出
演
作
家

●
干え

と支
の
お
ひ
な
さ
ま
づ
く
り

　

今
年
の
干
支
、
「
ウ
シ
」
の
か
わ

い
い
お
ひ
な
さ
ま
を
作
り
ま
す
。

と　

き　

２
月
14
日
㈰
午
後
１
時

30
分
～

と
こ
ろ　

世
界
の
民
俗
人
形
博
物
館

参
加
費　

８
０
０
円
（
要
予
約
、
入

館
料
別
途
）

定　

員　

７
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限　

２
月
７
日
㈰

申
込
・
問
合
せ　

世
界
の
民
俗
人

形
博
物
館
（
☎
２
４
５
‐
２
３
４
０
）

●
長
野
☆
Ｇガ

ロ

ン

ズ

ａ
Ｒ
ｏ
ｎ
ｓ

　
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
情
報

　

須
坂
市
を
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
と
し
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
Ｖ
２
リ
ー
グ
に
所

属
し
て
活
動
す
る
プ
ロ
チ
ー
ム
「
長

野
☆
Ｇ
ａ
Ｒ
ｏ
ｎ
ｓ
」
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
応
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
１
月
21
日
現
在
、
リ
ー
グ
11
チ

ー
ム
中
３
位

講

座
・

教

室

◎
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
と
平
成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
問
合
せ 

福
祉
課
（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）

●
マ
タ
ニ
テ
ィ
セ
ミ
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
〈
全
２
回
〉

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

持
ち
物　

▼
母
子
健
康
手
帳

▼
飲
み
物
（
水
分
補
給
用
）

対　

象　

２
０
２
１
年
５
～
７
月

出
産
予
定
の
方

●
人
権
問
題
学
習
会

と　

き　

２
月
10
日
㈬
午
後
７
時

～
８
時
30
分

と
こ
ろ　

二
睦
学
習
セ
ン
タ
ー

講　

演　

「
松
代
藩
の
『
孫
六
』

に
つ
い
て　

そ
の
２
」

講　

師　

篠
塚
勉
さ
ん

参
加
費　

無
料

問
合
せ　

部
落
解
放
同
盟
須
坂
市

協
議
会
（
☎
２
４
８
‐
０
４
５
６
）

定　

員　

14
組
（
要
申
込
）

【
マ
マ
と
赤
ち
ゃ
ん
の
歯
の
健
康
と

食
事
に
つ
い
て
学
ぼ
う〈
１
回
目
〉】

と　

き　

２
月
26
日
㈮
午
前
９
時

30
分
～
11
時
（
受
け
付
け
は
９
時

15
分
～
）

申
込
期
限　

２
月
22
日
㈪

【
親
に
な
る
っ
て
ど
ん
な
こ
と
？

 

新
し
い
家
族
を
迎
え
る
た
め
の

 

子
育
て
講
座〈
２
回
目
〉】

と　

き　

３
月
14
日
㈰
午
前
９
時

15
分
～
11
時
40
分
（
受
け
付
け
は

９
時
～
）

申
込
期
限　

３
月
９
日
㈫

※
各
回
と
も
希
望
者
の
み
実
技
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
夫
婦
で
参
加

が
可
能
で
す
。

※
開
催
中
止
の
場
合
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
・
す
ま
い
る
ナ
ビ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
事
前
の
確
認
を

お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

▼
柳
澤
保
範
さ
ん
（
友
禅
作
家
）

▼
荒
井
慶
子
さ
ん
（
人
形
作
家
）

定　

員　

７
人
（
要
予
約
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
日
程
が
変
更

に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ 

旧
小
田
切
家
住
宅

（
☎
２
４
６
‐
２
２
２
０
）

休
館
日　

木
曜
日

と
こ
ろ　

市
民
体
育
館

▼
つ
く
ば
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
Ｓ
ｕ
ｎ

Ｇ
Ａ
Ｉ
Ａ
戦

と　

き 

２
月
13
日
㈯
午
後
１
時
～

▼
富
士
通
カ
ワ
サ
キ
レ
ッ
ド
ス
ピ

リ
ッ
ツ
戦

と　

き 

２
月
14
日
㈰
午
前
11
時
～

【
観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
方
法
】

　

観
戦
チ
ケ
ッ
ト
の
購
入
は
、「
長

野
☆
Ｇ
ａ
Ｒ
ｏ
ｎ
ｓ
」
公
式
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
案
内

し
ま
す
の
で
、
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

㈱
信
州
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
（
☎
４
０
５
‐
６
５
６
９
）

な
方

▼
他
の
奨
学
金
や
団
体
か
ら
同
種

の
資
金
を
受
け
て
い
な
い
方
（
長

野
県
母
子
父
子
寡
婦
福
祉
資
金
修

学
資
金
を
除
く
）

給
付
額　

50
万
円
以
内

申
込
方
法　

福
祉
課
に
あ
る
申
請

書
に
、
次
の
書
類
を
添
付
の
上
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
高
等
学
校
の
成
績
証
明
書
と
推

薦
調
書

▼
大
学
な
ど
の
合
格
通
知
書
の
写
し

▼
健
康
診
断
書

▼
お
子
さ
ん
と
生
計
を
一
に
す
る

全
て
の
方
の
所
得
証
明
書

申
込
期
限　

３
月
31
日
㈬

※
応
募
を
希
望
す
る
方
は
、
事
前

に
福
祉
課
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ　

福
祉
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
３
）



2021年２月号 ・24・

広
告
欄

市外局番…（026）

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

リ
サ
イ
ク
ル
情
報

●
う
つ
病
の
方
の
家
族
教
室

善
意
の
窓
口

　

う
つ
病
の
方
の
家
族
な
ら
で
は

の
悩
み
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
病

気
や
本
人
と
の
関
わ
り
方
な
ど
を

家
族
同
士
で
話
を
し
、
一
緒
に
学

び
ま
せ
ん
か
。

と　

き　

２
月
18
日
㈭
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

対　

象　

う
つ
病
の
方
の
家
族

受
講
料　

無
料

申　

込　

参
加
ご
希
望
の
方
は
、

保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
詳
細
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

個
別
で
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
８
‐
９
０
２
３
）

《
寄
附
》

▼
図
書
１
８
６
冊
（
学
校
図
書
充

実
の
た
め
）

…
須
坂
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
様

●
高
齢
者
健
康
教
室
公
開
講
座

　

自
宅
で
行
え
る
転
倒
予
防
の
体

操
や
認
知
症
予
防
に
関
す
る
コ
ツ

を
学
び
、
み
ん
な
で
楽
し
く
頭
も

体
も
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

と　

き　

２
月
18
日
㈭
午
前
11
時

15
分
～
正
午

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー
（
３
階
）

内　

容　

▼
体
操
▼
脳
ト
レ 

な
ど

対　

象　

市
内
在
住
65
歳
以
上
の
方

持
ち
物　

▼
飲
み
物

▼
タ
オ
ル

《
差
し
上
げ
ま
す
》

▼
ベ
ビ
ー
ハ
イ
チ
ェ
ア

▼
ベ
ビ
ー
用
風
呂
用
品

▼
ベ
ビ
ー
用
食
事
用
品

▼
ベ
ビ
ー
用
寝
具
用
品

▼
赤
ち
ゃ
ん
用
い
す
（
バ
ン
ボ
）

▼
ひ
な
人
形
（
５
段
飾
り
）

▼
ス
キ
ー
板
と
ブ
ー
ツ
（
男
性
女

性
各
１
セ
ッ
ト
）

《
譲
っ
て
く
だ
さ
い
》

▼
電
動
ミ
シ
ン

▼
麺
切
り
機

【
《
差
し
上
げ
ま
す
》
と
《
譲
っ
て
く

だ
さ
い
》
の
申
込
期
限
と
抽
選
日
】

申
込
期
限　

２
月
９
日
㈫

入居者募集
募集団地 間取り

○屋　部　１戸　３ＤＫＹ
○屋　部　２戸　３ＤＫＢ
○豊　丘　８戸　３ＤＫＢ
○境　沢　１戸　３ＫＢ
○末　広　１戸　２ＤＫＹ※
○西　原　１戸　３ＬＤＫＹ

【市営住宅】 【特定公共賃貸住宅】
募集団地 間取り

○旭ケ丘Ｓ２-２０４　３ＤＫＹ
　家　賃　　66,000円
　敷　金　　家賃の３カ月分
　要　件　　同居親族・所得など
※…身体障がい者世帯用

※Ｙ…浴槽あり　Ｂ…浴槽なし

募集期間　２月１日㈪～９日㈫（土、日曜日を除く）

抽選日時　２月15日㈪午前９時

※申し込み資格の市税に関する条件、入居時に必要な連帯保証人などに

関してお困りの方はご相談ください。

申込・問合せ　長野県住宅供給公社須坂管理センター（☎214-5620)

交
渉
順
位
抽
選
日　

２
月
12
日
㈮

午
前

※
リ
サ
イ
ク
ル
情
報
の
登
録
は
随

時
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※
情
報
提
供
者
の
方
は
登
録
後
に

物
品
を
他
の
人
に
譲
る
場
合
は
、

譲
る
前
に
市
民
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

※
掲
載
さ
れ
て
い
る
物
品
は
、
情

報
提
供
者
の
事
情
に
よ
り
取
り
消

し
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ　

市
民
課

（
☎
２
４
８
‐
９
０
０
２)

◎
毎
月
第
３
日
曜
日
は
「
家
庭
の
日
」 

…
… 

自
立
へ
の
一
歩　

見
守
る
こ
と
も　

家
族
の
役
割

●
野
菜
づ
く
り
の
コ
ツ
と
裏
ワ

　
ザ
講
座

　

月
刊
誌
『
現
代
農
業
』
の
出
版
社

か
ら
講
師
を
招
き
、
春
か
ら
役
立

つ
野
菜
づ
く
り
の
コ
ツ
と
裏
ワ
ザ

を
お
聴
き
し
ま
す
。

と　

き　

２
月
18
日
㈭
午
前
10
時

～
正
午

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
旧

中
央
公
民
館
）
３
階
ホ
ー
ル

内　

容　

▼
土
づ
く
り

▼
害
虫
・
獣
除
け

▼
農
業
情
報
提
供
サ
イ
ト
「
ル
ー
ラ

ル
電
子
図
書
館
」
の
使
い
方　

な
ど

※
「
ル
ー
ラ
ル
電
子
図
書
館
」は
須

坂
図
書
館
で
常
時
ご
覧
い
た
だ
け

ま
す
。

講　

師　

一
般
社
団
法
人　

農
山

漁
村
文
化
協
会　

職
員

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

筆
記
用
具

定　

員　

40
人
（
申
込
順
）

申
込
開
始　

２
月
９
日
㈫
午
前
９

時
～
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り
ま
す
）

申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
須
坂
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
、
当
日
の
検
温
、

手
指
の
消
毒
、
マ
ス
ク
の
着
用
、
氏

名
や
連
絡
先
の
記
入
な
ど
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
せ 

市
立
須
坂
図
書
館

（
☎
２
４
５
‐
０
７
８
４
）

▼
マ
ス
ク

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
状
況
に
よ
り
、
公
開
講
座
を
中

止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
２
４
５
‐
４
５
６
６
）



2021年２月号・25・

市外局番…（026）

◎
２
０
２
０
年
度
須
坂
市
人
権
教
育
啓
発
標
語
優
秀
作
品 

… 

い
じ
め
な
し　

明
る
い
未
来
の　

第
一
歩　

小
山
小
５
年　

竹
内
万
桜

広
告
の
問
い
合
わ
せ
は
ア
ド
・
コ
マ
ー

シ
ャ
ル
㈱
へ（
☎
２
９
１
‐
５
０
７
０
）

広
告
欄

２月７日㈰ 須坂まい薬局

２月11日㈷ スズラン薬局

２月14日㈰ すみさか土屋薬局

２月21日㈰ 大丸薬局

２月23日㈷ 高梨土屋薬局

２月28日㈰ パセリ薬局

日曜日・祝日の当番薬局

※蔵の町薬局は、11日と23日を除

き、営業します。

※薬局マツモトキヨシ芝宮前店は､

21日を除き、営業します。

２月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種

【問合せ】
 ▼乳幼児健康診査・相談・講座…健康づくり課母子支援係（☎248‐9023）
 ▼個別予防接種…………………健康づくり課保健予防係（☎248‐9018）

【持ち物】対象予防接種の予診票、母子健康手帳、住所確認ができるもの
※生年月日によって対象年齢が異なります。詳しくは「健康カレンダー」をご
確認ください。

※持ち物は各戸に配布している健康カレンダーをご確認いただくか、健康づ
くり課までお問い合わせください。３カ月児健康診査・１歳児健康相談・１
歳６カ月児健康診査・離乳食講座はバスタオルを、１歳６カ月児健康診査・
３歳児健康診査はフェイスタオルをお持ちください。
※新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、開催を中止・延期する場合が
あります。市ホームページなどでお知らせしますので、ご確認ください。

【個別予防接種】 （会場：各医療機関）

【乳幼児健康診査・相談・講座】 （会場：保健センター）

休日緊急診療室（小児科・内科）

※休日緊急診療室は、須高医師会、

信州医療センター、須高行政事務

組合が共同で運営しています。

と　き　日曜日・祝日

9:00 ～12:00、13:00 ～17:00

ところ　県立信州医療センター

問合せ　☎245‐1650

※咳、発熱、喉の痛みなど風邪の

症状のある方は、受診前に必ず

電話してください。

各種健康相談

【保健センター健康相談】

電　話　☎248‐9023

と　き　月～金曜日※ 9:00～16:00

ところ　保健センター　

※来所前にお電話で予約してください。

【悩み無料ダイヤル】

電　話　☎0800‐800‐7223

と　き　月～金曜日※ 8:30～17:15

【妊娠・子育てなんでも相談「おひさま」】

電　話　☎213‐6400

と　き　月～金曜日※ 8:30～17:15

※祝日を除く

四種混合１期初回 生後３カ月～90カ月（７歳半）の前日まで

生後２カ月～60カ月（５歳）の前日まで

生後12カ月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は５カ月～８カ月の前日）

令和２年11月生

令和２年９月生

ヒブ・小児用肺炎球菌

ＢＣＧ

麻しん・風しん1期
令和２年２月生

対象年齢予防接種名開始対象者

水痘

日本脳炎１期初回

日本脳炎２期

二種混合

平成30年２月生

平成24年２月生

平成22年２月生

９歳～13歳の前日まで※
(標準的な接種期間は９歳～10歳の前日）

11歳～13歳の前日まで
(標準的な接種期間は11歳～12歳の前日）

Ｂ型肝炎
生後12カ月（１歳）の前日まで
(標準的な接種期間は２カ月～９カ月の前日）

令和２年12月生

ロタリックス

ロタテック

ロタ
ウイルス

出生６週０日後～24週０日後まで

出生６週０日後～32週０日後まで

３ カ 月 児
健 康 診 査

対象者受付時間日健診名

令和２年11月１日～11月30日生

５（金） 令和２年10月１日～10月31日生

３/５（金）

２　歳　児
健 康 相 談

も ぐ も ぐ
離乳食講座

令和元年７月16日～８月19日生

１　歳　児
健 康 相 談

15（月）

25（木）

混雑を避ける

ため、受付時

間を変更して

開催します。

対象者へは個

別にご連絡い

たします。

平成31年２月10日～３月18日生

令和２年８月１日～８月31日生

19（金）

９(火）

３/18（木）

22（月）

1歳6カ月児
健 康 診 査

３　歳　児
健 康 診 査

か み か み
離乳食講座

２（火） 令和２年５月１日～５月31日生

３/２（火） 令和２年６月１日～６月30日生

３/９（火）

３/12（金）

令和２年１月16日～２月15日生

令和２年２月16日～３月９日生

令和元年８月20日～９月12日生

平成31年１月８日～２月９日生

平成30年１月29日～２月22日生

生後12カ月～24カ月（２歳）の前日まで

生後12カ月～36カ月（３歳）の前日まで

生後６カ月～90カ月（７歳半）の前日まで
(標準的な接種期間は３歳～４歳の前日）



　

２
０
２
０
年
12
月
、

娘
が
初
産
。
コ
ロ
ナ
禍

で
里
帰
り
出
産
す
る
こ

と
が
で
き
ず
、
今
も
直

接
、
娘
や
孫
の
顔
を
見

る
こ
と
も
孫
を
抱
い
て
あ
げ
る
こ

と
も
で
き
な
い
で
い
る
。
そ
れ
で

も
、
今
は
携
帯
電
話
か
ら
ア
プ
リ

を
使
っ
て
写
真
や
動
画
を
見
る
こ

と
が
で
き
、
パ
ソ
コ
ン
か
ら
も
同

様
の
や
り
取
り
が
で
き
る
。
便
利

な
時
代
に
な
っ
た
も
の
だ
▼
孫
と

い
え
ば
、
や
は
り
名
前
が
気
に
掛

か
る
。
昔
は
生
ま
れ
る
ま
で
性
別

が
わ
か
ら
な
か
っ
た
が
、
今
は
超

音
波
検
査
で
胎
児
の
様
子
を
見
る

こ
と
が
で
き
、
モ
ニ
タ
ー
画
面
で

性
別
が
判
断
で
き
る
。
今
回
、
早

い
段
階
か
ら
性
別
が
わ
か
っ
て
い

た
の
で
、
娘
か
ら
命
名
書
に
名
前

を
書
い
て
と
頼
ま
れ
、
名
前
を
書

く
練
習
時
間
を
つ
く
っ
た
▼
ち
な

み
に
、
あ
る
会
社
の
調
査
に
よ
る

と
、
男
の
子
の
名
前
ラ
ン
キ
ン
グ

の
１
位
は
「
蒼
（
ア
オ
イ
・
ソ
ウ
・

ア
オ
）
」
、
女
の
子
は
「
陽
葵
（
ヒ

マ
リ
・
ヒ
ナ
タ
・
ヒ
ナ
）
」
▼
コ

ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
、
男
の
子
に

は
「
蒼
」
、
大
地
に
根
を
張
り
、

大
き
な
夢
を
持
つ
子
に
育
っ
て
ほ

し
い
、
女
の
子
に
は
「
陽
葵
」
、

不
安
定
な
時
代
が
続
い
て
も
、
い

つ
も
明
る
く
前
向
き
に
育
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
親
の
願
い
が
込
め
ら

れ
て
い
る
の
だ
と
思
う
。

公民館だより

２０２１年２月 1 日発行
706

　

松
井
須
磨
子
は
１
８
８
６
（
明

治
19
）
年
に
長
野
県
埴は

に
し
な科

郡
清
野

村
（
現
・
長
野
市
松
代
）
で
生
ま

れ
、
１
９
０
９
年
か
ら
１
９
１
９

（
大
正
８)

年
に
か
け
て
、
日
本
初

の
歌
う
女
優
と
し
て
活
躍
し
ま
し

た
。「
カ
チ
ュ
ー
シ
ャ
の
唄
」
や

「
ゴ
ン
ド
ラ
の
唄
」と
い
っ
た
ヒ
ッ

ト
曲
に
恵
ま
れ
、
演
劇
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
な
方
面
で
活
躍
し
ま
し
た
。

松
井
須
磨
子
と
須
坂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
須
坂
市
民
学
園
講
演
会

須
坂
と
の
関
わ
り

参
加
者
の
感
想

　

須
磨
子
は
女
優
と
し
て
活
躍
し

　

て
す
ご
い
女
性
だ
っ
た
こ
と
が

　

わ
か
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
す
て

　

き
な
方
が
県
内
出
身
で
須
坂
に

　

も
来
て
い
た
と
い
う
事
実
を
知

　

り
、
誇
ら
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
の
父
の
生
ま
れ
た
時
代
に
、

　

西
洋
演
劇
で
千
人
近
い
人
が
劇

　

場
に
足
を
運
ん
だ
情
景
が
目
に

　

浮
か
び
、
当
時
の
須
坂
が
と
て

　

も
ハ
イ
カ
ラ
だ
っ
た
と
思
い
を

　

は
せ
ま
し
た
。

・・

▲須坂劇場で演じる須磨子 (右 )
　提供：須坂市在住の北村六郎氏

発行･編集 須坂市生涯学習推進課（須坂市生涯学習センター）　〒 382-0013 須坂市大字須坂747番地イ

TEL 026-245-1598 ／ FAX 026-246-3906 ／ E-mail : shogaku@city.suzaka.nagano .jp

　

２
０
２
０
年
12
月
12
日
㈯
、
須
坂
市
民
学
園
講
演
会
が
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
文
学
研
究
家
の
堀
井
正
子
さ
ん
を

講
師
に
招
き
、
明
治
・
大
正
期
の
名
女
優
、
松
井
須
磨
子
と
須
坂
の

関
係
に
つ
い
て
話
を
聴
き
ま
し
た
。

　

須
磨
子
は
１
９
０
２
年
か
ら
製

糸
業
の
工
女
と
し
て
須
坂
で
働
き
、

１
９
０
５
年
ご
ろ
、
静
養
の
た
め

須
磨
子
の
叔
母
（
父
親
の
妹
）
の

嫁
ぎ
先
で
あ
る
豪
商
の
小
田
切
家

（
現
・
旧
小
田
切
家
）
に
滞
在
し

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
当
時
の
須

坂
小
学
校
に
勤
め
る
男
性
と
出
会

い
、
そ
の
後
２
人
は
一
緒
に
東
京

で
暮
ら
し
た
そ
う
で
す
。

　

１
９
１
５
年
１
月
９
日
、
女
優

と
し
て
大
成
し
た
須
磨
子
は
劇
団

員
と
し
て
再
び
須
坂
を
訪
れ
ま
し

た
。
上
諏
訪
や
松
本
で
の
公
演
を

終
え
、
劇
団
は
吉
田
駅
（
現
・
北

し
な
の
線
北
長
野
駅
）
か
ら
30
台

も
の
腕
車
（
人
力
車
）
で
須
坂
入

り
し
、
大
勢
の
人
に
出
迎
え
ら
れ
、

と
て
も
華
や
か
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

公
演
し
た
須

坂
座
（
須
坂
劇

場
と
も
呼
ば
れ
、

現
在
の
穀
町
郵

便
局
付
近
の
常

設
芝
居
小
屋
）

で
は
、
千
人
近

い
人
々
が
須
磨

子
の
演
じ
る「
復

活

」
と
「
剃か

み
そ
り刀

」

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

堀
井
さ
ん
は
「
須
磨
子
と
須
坂

の
関
係
を
残
す
資
料
は
写
真
や
文

書
な
ど
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
須

坂
に
凱が

い
せ
ん旋

し
た
須
磨
子
の
姿
や
、

華
や
か
だ
っ
た
須
坂
の
様
子
を
思

い
浮
か
べ
て
い
た
だ
け
る
と
う
れ

し
い
で
す
」
と
語
り
ま
し
た
。

▲須坂で撮影した須磨子

・26・2021年２月号



南部地域公民館

自分だけのミニバッグ

　

２
０
２
０
年
12
月
14
日
㈪
、
ハ
ッ
ピ
ー
エ
ン
ド
講
演
会
が
井
上
地

域
公
民
館
で
行
わ
れ
、
22
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
に
司
法
書
士

の
宮
澤
智
史
さ
ん
を
招
き
、
終
活
や
相
続
の
お
話
を
聴
き
ま
し
た
。

自
分
ら
し
い
終
活
を
考
え
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
地
域
公
民
館

参
加
者
の
感
想

　

終
活
は
週
刊
誌
な
ど
で
話
題
に

　

な
っ
て
い
た
が
、
詳
し
く
知
る

　

機
会
が
な
か
っ
た
。

　

大
事
な
こ
と
を
た
く
さ
ん
教
え

　

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何
を
す

　

れ
ば
い
い
か
分
か
ら
な
か
っ
た

　

の
で
、
こ
の
講
演
会
が
良
い
き

　

っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

・
　

・

親
族
で
も
め
な
い
た
め
に

元
気
な
う
ち
か
ら

丁
寧
な
サ
ポ
ー
ト
で
完
成

　

２
０
２
０
年
12
月

９
日
㈬
、
南
部
地
域

公
民
館
で
「
３
時
間

で
ミ
ニ
バ
ッ
グ
作
り
」

が
行
わ
れ
、
19
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

　

「
ク
ラ
フ
ト
バ
ン

ド
を
使
っ
て
バ
ッ
グ

を
作
り
た
い
」
と
公

民
館
利
用
者
の
声
か

ら
開
催
し
た
講
座
で

す
。
講
師
に
は
松
野

明
美
さ
ん
と
小
林
節

　

ク
ラ
フ
ト
バ
ン
ド
と
は
、
牛
乳

パ
ッ
ク
な
ど
の
再
生
紙
を
使
っ
た

環
境
に
優
し
い
手
芸
用
の
紙
ひ
も

の
こ
と
で
す
。
紙
の
中
で
も
水
に

強
く
、
簡
単
に
加
工
で
き
、
軽
く

▲講演を聴く参加者

▲講師の手を借りて作りました

　

遺
産
な
ど
の
相
続
は
、
昔
と
比

べ
る
と
兄
弟
な
ど
の
親
族
が
少
な

い
家
庭
が
多
く
、
「
自
分
が
亡
く

な
っ
た
後
は
、
残
っ
た
家
族
が
ど

う
に
か
し
て
く
れ
る
」
と
い
う
か

つ
て
の
考
え
方
は
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
ま
す
。

　

「
争
族
」
と
書
い
て
「
そ
う
ぞ

く
（
相
続
）
」と
読
む
よ
う
な
ト
ラ

ブ
ル
が
増
え
て
い
ま
す
。
意
外
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
実
は
相
続
す

る
遺
産
が
少
な
い
ほ
ど
ト
ラ
ブ
ル

が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
「
遺

産
が
少
な
い
か
ら
準
備
し
な
く
て

も
何
と
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
」
と

何
も
し
な
い
ま
ま
当
事
者
が
亡
く

な
っ
て
し
ま
い
、
結
果
的
に
も
め

る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

遺
言
の
内
容
な
ど
は
、
あ
ら
か

じ
め
家
族
内
で
し
っ
か
り
話
し
合

い
「
遺
言
に
は
こ
の
よ
う
に
書
い

た
か
ら
」
と
話
し
合
え
る
や
り
方

が
理
想
的
で
す
。

　

ま
ず
は
「
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」
を
書
い
て
み
ま
し
ょ
う
。
法

的
な
効
力
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文

字
に
す
る
こ
と
で
家
族
と
財
産
の

将
来
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
相
続
人
を
は
じ
め
、
相

続
す
る
財
産
、
整
理
す
る
財
産
を

家
族
で
よ
く
話
し
合
い
、
相
続
税

が
発
生
す
る
場
合
に
は
専
門
家
に

相
談
す
る
な
ど
の
対
策
を
検
討
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

「
終
活
」
は
自
身
の
老
後
や
死

後
の
こ
と
を
元
気
な
う
ち
に
、
決

め
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
亡

く
な
っ
た
後
も
家
族
や
友
人
に
自

身
の
思
い
を
伝
え
る
準
備
が
、
限

ら
れ
た
時
間
を
有
意
義
に
過
ご
す

た
め
に
必
要
な
こ
と
で
す
。

①
遺
言
の
作
成
は

　
　
　
　
　
　

元
気
な
う
ち
に
！

②
終
活
・
老
前
整
理
も

　
　
　
　
　
　

元
気
な
う
ち
に
！

③
会
い
た
い
人
に
は

　
　
　
　
　
　

会
え
る
う
ち
に
！

を
大
切
に
し
、
後
悔
の
無
い
人
生

を
送
り
ま
し
ょ
う
。

子
さ
ん
を
招
き
、
ク
ラ
フ
ト
バ
ン

ド
を
使
っ
て
ミ
ニ
バ
ッ
グ
を
作
り

ま
し
た
。

て
丈
夫
と
い
っ
た
特
徴
が
あ
り
、

バ
ッ
グ
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。　

　

参
加
者
は
、
用
意
さ
れ
た
３
色

の
バ
ン
ド
か
ら
色
を
選
び
、
講
師

か
ら
説
明
を
受
け
、
作
り
始
め
ま

し
た
。
「
平
編
み
」
や
「
追
い
か

け
編
み
」
な
ど
の
編
み
方
を
教
わ

り
な
が
ら
作
っ
て
い
き
ま
す
。
難

し
い
部
分
は
講
師
に
編
ん
で
も
ら

っ
て
編
み
方
を
覚
え
、
３
時
間
後

に
は
、
全
員
が
か
わ
い
ら
し
い
バ

ッ
グ
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

▲主な終活の内容（当日の資料から）

　

参
加
者
は
「
思
っ
た
以
上
に
難

し
か
っ
た
で
す
が
、
講
師
の
丁
寧

な
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
て
楽
し
く
作

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
」
「
手
芸

の
経
験
は
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の

バ
ッ
グ
作
り
は
手
芸
に
な
い
独
特

の
コ
ツ
が
あ
っ
て
作
り
ご
た
え
が

あ
り
ま
し
た
」
「
自
分
で
作
っ
た

バ
ッ
グ
は
と
て
も
愛
着
が
わ
き
ま

す
。こ
れ
か
ら
大
事
に
使
い
た
い
」

と
満
足
気
に
話
し
て
い
ま
し
た
。 ▲完成したクラフトバッグ

2021年２月号・27・



財
の
上
位
３
位
を
紹
介
し
ま
す
。

（
回
答
者
数
68
人
）

１
位　

石
小
屋
洞
穴
（
仁
礼
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

13
人

　

１
万
２
千
年
前
の
微
隆
起
線
文

土
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
須
坂

の
貴
重
な
宝
。

２
位　

米
子
瀑ば

く

ふ布
群
（
米
子
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
人

　

眺
め
が
良
く
２
条
の
滝
が
よ
く

見
え
る
場
所
も
あ
り
、
四
季
折
々

の
景
色
が
き
れ
い
。

３
位　

延
命
地
蔵
堂
の
桜

　
　
　
　
　

 

（
豊
丘
上
町
）
９
人

　

樹
齢
約
４
０
０
年
の
桜
。
満
開

時
に
訪
れ
て
み
た
い
。

　

広
報
部
会
に
よ
る
市
内
生
涯
学

習
団
体
の
紹
介
コ
ー
ナ
ー
や
、
研

修
部
会
が
発
行
し
た
『
味み

そ噌
料
理

～
四
季
折
々
～
』
の
冊
子
（
右
下

お 知 ら せ 市外局番…(026)

　

２
０
２
０
年
11
月
21
日
か
ら
11

月
29
日
に
、
須
坂
市
生
涯
学
習
推

進
員
会
の
主
催
で
「
第
23
回
須
坂

市
生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い
」が
、

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
２
階
の
ふ
れ

あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

 

「
地
元
の
文
化
を
知
り
、
語
り

つ
な
ぐ
」
を
テ
ー
マ
に
推
進
員
会

の
各
部
会
（
企
画
部
会
・
研
修
部

会
・
広
報
部
会
）
が
活
動
し
て
き

た
内
容
を
展
示
し
、
約
１
６
０
人

が
来
場
さ
れ
ま
し
た
。

▲来場の様子

▲石小屋洞穴

▲「フリーズドライ製品ができる
　まで」（アスザックフーズ（株））

▲「古墳のはなし」（八丁鎧塚
　古墳）

～
新
た
な
つ
ど
い
の
か
た
ち
～

第
23
回
須
坂
市

　

生
涯
学
習
市
民
の
つ
ど
い

～
生
涯
学
習
の
お
手
伝
い
～

ま
ち
づ
く
り
出
前
講
座

　
　
新
規
講
座
を
募
集
し
ま
す

　

企
画
部
会
で
は
、
須
坂
市
指
定

文
化
財
を
写
真
と
地
図
で
展
示
し
、

「
関
心
を
持
っ
た
文
化
財
に
つ
い

て
」
来
場
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
ま
し
た
。
訪
れ
て
み
た
い
文
化

の
写
真
）
制
作
活
動
の
様
子
を
展

示
し
た
コ
ー
ナ
ー
も
、
来
場
者
が

高
い
関
心
を
持
っ
て
観
覧
さ
れ
ま

し
た
。

来
場
者
の
感
想

　

味
噌
料
理
は
、
い
ろ
い
ろ
な
メ

　

ニ
ュ
ー
が
あ
っ
て
、
簡
単
に
作

　

れ
そ
う
で
、
と
て
も
興
味
深
く

　

見
ま
し
た
。

　

文
化
財
の
写
真
展
示
を
見
て
、

　

自
分
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
改

　

め
て
関
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き

　

て
良
か
っ
た
で
す
。

　

生
涯
学
習
推
進
員
さ
ん
の
説
明

　

が
丁
寧
で
分
か
り
や
す
か
っ
た

　

で
す
。

市
民
の
つ
ど
い
を
終
え
て

　
　
　
　

生
涯
学
習
推
進
員
会

　
　
　
　

会
長　

西
澤
え
み
子

　

「
第
23
回
生
涯
学
習
市
民
の
つ

ど
い
」
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

例
年
で
す
と
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

や
講
演
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
の
市
民
の
つ
ど
い
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
防
止
の
観
点
か
ら
、
展
示
発
表

の
み
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
取

り
な
が
ら
、
推
進
員
の
皆
さ
ん
が

当
番
制
で
来
場
者
に
展
示
の
説
明

を
行
い
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん

と
の
交
流
も
深
ま
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
生
涯
学
習
に
磨
き
が
か
か
っ
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

新
た
な
つ
ど
い
の
開
催
方
法
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま

す
。

　

期
間
中
、
ご
来
場
い
た
だ
い
た

皆
さ
ま
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

　

須
坂
市
生
涯
学
習
「
ま
ち
づ
く

り
出
前
講
座
」
は
、
市
や
各
種
機

関
・
市
内
の
企
業
・
団
体
・
個
人

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

１
４
４
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
を
そ
ろ

え
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
12
月
末
現
在
、
延

べ
１
７
９
５
人
の
方
が
受
講
さ
れ
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学
習
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

毎
年
４
月
に
、
市
内
全
戸
に
配

布
を
予
定
し
て
い
る
「
ま
ち
づ
く

り
出
前
講
座
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
の

改
訂
に
あ
た
り
、
新
た
に
出
前
講

座
の
講
師
を
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

　

生
涯
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
師

と
し
て
活
動
を
考
え
て
い
る
個
人
・

団
体
・
機
関
・
企
業
な
ど
皆
さ
ん
の

ご
登
録
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

詳
細
は
、
生
涯
学
習
推
進
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　

３
月
２
日
㈫

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

・・・

・28・2021年２月号
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生涯学習団体からのお知らせ

会
員
募
集

会
員
募
集

会
員
募
集

「
地
域
史
学
習
会
」

～
須
坂
市
の
古
文
書
を
楽
し
む
～

　

発
足
10
年
目
、
和
気
あ
い
あ
い

で
楽
し
い
地
域
史
学
習
会
で
す
。

と
　
き　

毎
月
第
１　

３
土
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～

　
　
　
　
　
　

11
時
30
分

須
坂
木
遣
り
同
好
会

　

善
光
寺
平
に
は
、
江
戸
時
代
木

遣や

り
が
伝
わ
り
ま
し
た
。
口
伝
に

よ
り
う
た
い
継
が
れ
、
善
光
寺
を

中
心
に
須
坂
・
松
代
・
中
野
と
周

辺
各
地
で
も
う
た
い
続
け
ら
れ
て

い
ま
す
。
特
に
北
信
地
域
で
は
職

人
衆
を
中
心
に
、
棟
上
げ
式
や
宴

会
の
締
め
、
結
婚
式
な
ど
の
式
典

に
も
う
た
わ
れ
ま
す
。
健
康
促
進

に
も
役
立
ち
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
木

遣
り
を
習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

第
１　

３
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
～（
予
定
）

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

講
　
師　

月
原
光
昭
さ
ん

　
　
　
　

（
善
光
寺
木
遣
り
保
存

　
　
　
　

会
副
会
長
）

会
　
費　

２
０
０
０
円

　
　
　
　

（
Ｃ
Ｄ
・
テ
キ
ス
ト
代
）

問
合
せ　

☎
０
９
０
‐
３
１
９
８

　
　
　
　
　

‐
６
８
２
８
（
上
林
）

Ｇ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
（
英
会
話
）

（
グ
ル
ー
プ
・
オ
ブ
・
イ
ン
タ
ー

プ
リ
タ
ー
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ズ
・

イ
ン
・
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
）

　

イ
ギ
リ
ス
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

出
身
の
気
さ
く
な
先
生
た
ち
と
一

緒
に
、
仲
間
と
フ
ォ
ロ
ー
し
合
い

・

・・

体験

体験

伝
統
的
な
も
の
づ
く
り

や
し
ょ
う
ま
づ
く
り
教
室

健
康
長
寿
あ
れ
こ
れ
講
座

　
　
　
　
　

〈
全
２
回
〉

南
部
地
域
公
民
館

　

高
齢
に
な
っ
て
も
生
き
生
き
と

生
活
を
送
る
た
め
に
、
保
健
師
の

健
康
講
話
と
、
指
導
員
に
よ
る
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
・
脳
ト
レ
・
ア

コ
ー
デ
ィ
オ
ン
伴
奏
に
よ
る
歌
な

ど
を
行
い
ま
す
。

と
　
き　

３
月
12
日
・
19
日

※
各
回
と
も
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
９
時
30
分
～
11
時

と
こ
ろ　

南
部
地
域
公
民
館

講
　
師　

小
林
澄
子
さ
ん

　
　
　
　

内
藤
宣
子
さ
ん

参
加
費　

無
料

持
ち
物　

飲
み
物

定
　
員　

15
人
（
申
込
順
）

申
込
開
始　

２
月
８
日
㈪

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
０
２
７
３

　

信
州
の
郷
土
食
「
や
し
ょ
う
ま
」

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

と
　
き　

２
月
25
日
㈭

　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

と
こ
ろ　

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

　
　
　
　

ン
タ
ー

講
　
師　

中
嶋
タ
ミ
さ
ん

　
　
　
　

青
木
朱
実
さ
ん

参
加
費　

５
０
０
円
（
材
料
費
）

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　

持
ち
帰
り
用
容
器

定
　
員　

８
人
（
申
込
順
）

申
込
開
始　

２
月
１
日
㈪

※
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
８
１
１
８

地
域
づ
く
り
須
坂
未
来
塾

リ
レ
ー
講
演
会
中
止
の
お
知
ら
せ

仁
礼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

楽
し
く
「
英
会
話
」
を
学
び
ま
せ

ん
か
。

　

初
心
者
大
歓
迎
で
す
。
子
育
て

中
の
方
、
学
生
の
皆
さ
ん
、
ど
な

た
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
見
学
の
際
は

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

と
　
き　

毎
月
第
２　

４
土
曜
日

　
　
　
　

午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

会
　
費　

２
５
０
０
円
／
月

問
合
せ　

☎
２
４
８
‐
８
１
７
８

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

（
柳
澤
）

　

２
月
に
開
催
を
予
定
し
て
い
ま

し
た
「
須
坂
発
地
域
づ
く
り
リ
レ

ー
講
演
会
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
合
せ　

☎
０
９
０
‐
２
１
４
０

　
　
　
　

‐
６
３
６
９
（
小
林
）

　

学
習
団
体
や
サ
ー
ク
ル
の
活

動
、
会
員
募
集
や
発
表
会
な
ど

を
市
民
の
皆
さ
ん
へ
お
知
ら
せ

し
た
い
と
き
は
『
公
民
館
だ
よ

り
』
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

掲
載
希
望
の
２
カ
月
前
ま
で

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
　
☎
２
４
５
‐
１
５
９
８

　
　
　
　

（
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
）

掲
載
記
事
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

▲一緒に作りませんか

▲以前の講座の様子

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン
ト
や
講
座
な
ど
を
中
止
・
延
期
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
主
催
者
に
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
総
会
・
第
１
回
予
習
会

　
　
　
　

２
月
20
日
㈯

　
　
　
　

午
前
９
時
～
正
午

と
こ
ろ　

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
２
階

会
　
費　

３
０
０
０
円
／
年

問
合
せ　

☎
２
４
５
‐
８
５
０
０

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 

（
富
田
）

2021年２月号・29・



ヒ
ン
ト
…
表
紙

●
応
募
方
法

　

ク
イ
ズ
の
答
え
と
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
希
望
す
る
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
番
号
、
と
っ
て
お
き
の
話
や
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
何
か
一
言

ご
意
見
を
必
ず
書
き
添
え
て
、
左
上
の

あ
て
先
へ
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
Ｅ
メ
ー
ル

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
い
た
だ
い
た
ご
意
見
は
紙
面
で
紹
介

し
ま
す
。
紹
介
は
ペ
ン
ネ
ー
ム
可
。
字
数

な
ど
の
都
合
で
内
容
を
調
整
し
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
応
募
締
切　

２
月
15
日
㈪
必
着

※
当
選
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
発
送
を
も
っ

　

て
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
‐
２
４
６
‐
０
７
５
０

●
Ｅ
メ
ー
ル　

i
n
f
o
@
c
i
t
y
.
s
u
z
a
k
a
.

n
a
g
a
n
o
.
j
p

ー問題ー

第
〇
〇
〇
号

今
月
号
は
何
号
で
す
か
？

382-8511

須
坂
市
役
所

 

政
策
推
進
課

 

「
み
ん
な
の
広
場
」
係
行

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番

号
・
ク
イ
ズ
の
答
え
・
希
望
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
番
号
・
ご
意
見

切手

●郵送 ※
お
便
り
の
掲
載
と
ク
イ
ズ
の
当

選
は
別
に
な
り
ま
す
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

～１月に届いたお手紙から～

お便り紹介コーナーお便り紹介コーナーお便り紹介コーナー

市

イ

ク

報

ズ

①
湯
っ
蔵
ん
ど
入
浴
券（
ペ
ア
）

　 

…
…
５
人

湯
っ
蔵
ん
ど
提
供

■
今
月
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

②
須
坂
温
泉
入
浴
券（
ペ
ア
）

 

…
…
５
人

㈱
古
城
荘
提
供

③
峰
の
原
高
原
ス
キ
ー
場

　
リ
フ
ト
一
日
券
…
５
人

株
式
会
社
信
光
オ
ー
ル
ウ
ェ
イ
ズ
提
供

な
り
の
量
に
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
母
だ
け
は
思
い
出
を

大
切
に
し
て
30
年
前
の
ブ
ラ
ウ
ス

な
ど
も
ク
ロ
ー
ゼ
ッ
ト
に
入
っ
て

い
ま
す
。
高
齢
に
な
る
と
片
付
け

ら
れ
な
い
捨
て
ら
れ
な
い
と
聞
き

ま
す
が
、
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か

悩
む
ば
か
り
で
す
。

 

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
　
　

白
鳩
さ
ん　

41
歳
）

●
大
切
な
思
い
出
の
品
で
ど
う
し

て
も
捨
て
ら
れ
な
い
物
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

27
ペ
ー
ジ
を
参
考
に
、
終
活
を
学

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

広
報
須
坂
が
75
年

　

広
報
須
坂
８
９
９
号
、
12
で
割

る
と
75
年
に
な
り
ま
す
。
私
は
５

年
先
に
生
ま
れ
ま
し
た
が
、
広
報

須
坂
は
戦
後
の
須
坂
町
か
ら
続
い

て
い
る
の
で
す
ね
。

　

須
坂
町
役
場
は
旧
中
央
公
民
館

の
場
所
に
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
？

　
　
　
　

 

（
中
村
さ
ん　

80
歳
）

●
お
か
げ
さ
ま
で
、
今
月
号
で
９

０
０
号
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
須
坂
町
役
場
は
現
在
の
奥

田
神
社
敷
地
内
に
あ
り
、
旧
中
央

公
民
館
に
は
旧
消
防
署
が
あ
り
ま

し
た
。

楽
し
い
冬
休
み

　

年
明
け
に
雪
が
積
も
り
、
娘
が

大
き
な
か
ま
く
ら
を
作
り
ま
し
た
。

寒
い
中
、
一
生
懸
命
雪
を
集
め
る

娘
の
姿
を
見
て
感
心
し
ま
す
。

　

今
年
の
年
末
年
始
は
あ
ま
り
出

か
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
が
、
た
く
さ
ん
雪
遊
び
を
し
た

娘
に
と
っ
て
は
、
楽
し
い
冬
休
み

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　
　
　

め
い
さ
ん　

34
歳
）

●
寒
く
て
も
、
子
ど
も
は
外
で
雪

遊
び
を
楽
し
み
ま
す
ね
。
大
人
は

猫
み
た
い
に
こ
た
つ
で
丸
く
な
り

ま
す
が
、
た
ま
に
は
一
緒
に
雪
遊

び
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
こ
と

▼
コ
ロ
ナ
で
令
和
２
年
の
春
か
ら

ど
こ
へ
も
行
け
ず
、
出
か
け
る
こ

と
が
お
っ
く
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

以
前
は
泊
ま
り
の
旅
行
に
も
出

か
け
て
い
ま
し
た
が
、
自
分
が
感

染
し
た
こ
と
を
考
え
る
と
恐
ろ
し

い
で
す
。

　

早
く
収
束
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　

 
（
太
田
さ
ん　

77
歳
）

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
な
っ
て
、
好
き
な

と
き
に
好
き
な
場
所
へ
行
け
る
の

は
、
幸
せ
な
こ
と
だ
っ
た
と
改
め

て
気
づ
き
ま
し
た
。

　

今
は
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
し

て
、
一
日
で
も
早
く
収
ま
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

（
ペ
ン
ネ
ー
ム　

　
　
　

雪
だ
る
ま
さ
ん　

27
歳
）

●
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
思
う
こ
と
が

新
し
い
仲
間

　

昨
年
退
職
と
な
り
、
再
雇
用
の

立
場
で
働
き
続
け
て
い
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
お
役
に
立
て
る
よ

う
に
と
、
町
の
役
員
を
受
け
て
１

年
が
経
過
し
ま
し
た
。
新
し
い
仲

間
と
の
出
会
い
で
、
こ
ん
な
体
験

も
大
切
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

 

（
武
田
さ
ん　

61
歳
）

●
住
み
続
け
る
地
域
の
役
に
立
ち

た
い
と
役
員
を
受
け
新
し
い
仲
間

に
出
会
い
、
人
と
の
関
係
を
大
切

に
す
る
武
田
さ
ん
は
、
地
域
の
鏡

だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
仕

事
、
役
員
を
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

母
が
片
付
け
ら
れ
な
い

　

年
末
の
大
掃
除
を
早
め
に
始
め

ま
し
た
。
着
な
く
な
っ
た
洋
服
や

何
年
も
使
わ
な
く
な
っ
た
物
で
か

た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大

切
な
こ
と
は
正
し
い
情
報
を
得
る

こ
と
、
ま
た
人
を
思
い
や
る
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
収
束
を
願
う
ば
か
り
で
す
。

大
好
き
な
町

　

先
日
久
し
振
り
に
長
野
電
鉄
に

乗
り
ま
し
た
。
普
段
車
か
ら
見
る

景
色
と
違
っ
て
新
鮮
で
し
た
。

　

帰
り
は
、
穏
や
か
な
千
曲
川
、

河
川
敷
に
広
が
る
リ
ン
ゴ
畑
や
遠

く
の
山
々
を
ゆ
っ
く
り
眺
め
な
が

ら
、
２
０
２
１
年
は
災
害
の
な
い

平
穏
な
年
に
な
る
よ
う
に
祈
り
ま

し
た
。

　

須
坂
は
優
し
く
て
温
か
い
大
好

き
な
町
で
す
。

 

（
ペ
ン
ネ
ー
ム

　
　
　

ク
ロ
ピ
ー
さ
ん　

67
歳
）

●
普
段
と
違
っ
た
見
た
方
を
す
る

と
、
新
た
な
発
見
が
あ
り
ま
す
ね
。

山
々
に
囲
ま
れ
た
自
然
と
、
人
の

優
し
さ
や
温
か
さ
も
須
坂
の
良
い

と
こ
ろ
で
す
ね
。

2021年２月号 ・30・



2021年２月号・31・

市外局番…（026）

【おもちゃを独占してしまうお悩み】

Ｑ．３歳１カ月の男の子を育てていま

すが、おもちゃを独り占めしてしまい、

友だちに貸そうとしません。けんかに

発展することもあります。どうしたら

良いですか。

Ａ．この時期のお子さんは、好きな物

を独占したい年頃で、自分と友だちの

物の区別がつかなかったり、貸したら

返ってくるということが分からないこ

とがあります。「貸してあげて」とすぐ

に伝えるのではなく、子どもの気持ち

を理解することが大切です。貸したく

ないときは「まだ使っていたいんだ」と

いう子どもの気持ちを受け止め尊重し

てあげ、「もう少し遊んだらお友だちも

使いたいので貸していい？」と大人の

思いも伝えてあげてください。

　このような積み重ねから、少しずつ

貸し借りができるようになります。

　子育て支援センターの保育士

が皆さんの悩みにお答えします。

子育てお悩み相談コーナー

子育て支援センター・児童センター

お父さん…貴久さん／お母さん…綾香さん

ビューティフルネームビューティフルネームビューティフルネーム

　このコーナーに登場してくれるお子さんを募集しています。
掲載を希望される方はお気軽に政策推進課へ（☎248-9017）

　「紬」を発音したときの柔らかい響きや美しい響きが心

地よく、誰からも愛され、親しまれるようになって欲し

いと願いを込めて名付けました。

　ブロック遊びが好きで、お花やお家を作ったりしてい

ます。妹ともよく遊び、日々の成長を感じます。

　生まれてきてくれありがとう。いつも紬の笑顔に癒や

されているよ。

七
ななうみ

海 紬
つむぎ

 ちゃん

（３歳２カ月）

★集まりの日（11:00～）

　３日㈬　鬼のお面作りと豆まき会

　15日㈪　すくすく子育て応援☆栄養士

　市の栄養士より「おやつについて」の食育講話を聞

　きます。個別の食育相談もあります。

　24日㈬　おひなさまを製作をしよう！

　３月３日㈬　ひな祭り会

【未就学児の利用時間】

　子育て支援センターの利用は、月～金曜日は10:00～12:00と13:00～14:45、土曜日は10:00～12:00です。

　南部・東部・北部児童センターの親子の利用は、月～金曜日10:00～12:00です。

【一般児童の利用時間】

　中央児童センターの一般児童の利用は、月～金曜日は15:00～17:00、土曜日は14:00～17:00です。

　南部・東部・北部児童センターの一般児童の利用は、土曜日のみ10:00～12:00と14:00～17:00です。

【子育て支援センター・各児童センターの利用に関して】

　新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、当面の間は利用人数などを制限しての利用になります。ま

３日㈬ 10:30～ 鬼のお面作り・豆まき＆す
　　　　　　　 くすく子育て応援☆栄養士
17日㈬ 11:00～ 手形プラ板作り・誕生会（10
　　　　　　　 月～３月生）
24日㈬ 11:00～ お名前ビーズキーホルダー
　　　　　　　 作り（要予約）
３月３日㈬ 11:00～ ひな人形製作

北部児童センター　北旭ケ丘町 ☎/248-8381

南部児童センター　　　屋部町 ☎/248-2330

幼
児
・
親
子

３日㈬ 11:00～ 豆まきごっこ
10日㈬ 11:00～ お姉さん先生と遊ぼう
17日㈬ 11:00～ すくすく子育て応援☆栄養士
３月３日㈬ 11:00～ ひな人形製作

10日㈬ 11:00～ 親子ふれあい遊び
17日㈬ 11:00～ センサリートイ作り（要申込）
24日㈬ 11:00～ すくすく子育て応援☆栄養士
３月３日㈬ 11:00～ 成長お楽しみカード作り

幼
児
・
親
子

東部児童センター　　　高橋町 ☎/246-0079

問合せ　子育て支援センター（中央児童センター内）

　　　　☎/２４５‐６５８８

幼
児
・
親
子

★子育て相談（11:00～）

　１日㈪　家庭児童相談員による子育て相談

★子育てセミナー(10:30～11:30）

　22日㈪ 「ヨガで心をほぐしながら聞く子どもへの接し方」

　講師 ココロカラダサポート Cocohana代表 跡部奈美さん

　場所 馬場町公民館　持ち物 バスタオルかヨガマット

　対象 乳幼児親子　定員 10組　申込期限 ２月15日㈪

た、新型コロナウイルス感染症の感染状況により、施設の利

用方法などが変更になる場合があります。詳細は各センタ

ーへお問い合わせください。子育て支援センタ

ー・各児童センターの利用制限などの詳細は、市

ホームページでも確認できます。



2021年２月号 ・32・

蒸
気
機
関
車
Ｄ
51

問
合
せ　

臥
竜
公
園
管
理
事
務
所
（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
１
７
７
０
）

みてみて すざかしどうぶつえん⑩
フンボルトペンギン

ブタオザル

アカカンガルーホンドタヌキ

傷
病
鳥
獣
の
保
護
と
獣
舎
の
工
夫

　

当
園
で
は
、
け
が
を
し
保
護
さ

れ
野
生
に
帰
れ
な
く
な
っ
た
動
物

た
ち
も
飼
育
し
て
い
ま
す
。

　

保
護
さ
れ
た
猛も

う
き
ん
る
い

禽
類
は
、
ト
ビ

２
羽
、
ハ
ヤ
ブ
サ
２
羽
、
ノ
ス
リ

１
羽
で
、
野
生
で
暮
ら
し
て
い
ま

し
た
が
、
飛
べ
な
く
な
っ
て
し
ま

う
と
、
１
日
中
固
い
地
面
で
生
活

し
脚
の
病
気
に
な
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
そ
う
な
ら
な
い
た
め
に
、

健
康
管
理
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
だ
け

で
な
く
、
獣
舎
の
工
夫
も
し
て
い

ま
す
。
飛
べ
る
鳥
の
獣
舎
は
、
翼

を
広
げ
て
飛
び
や
す
い
よ
う
に
何

も
な
い
空
間
を
広
く
と
り
ま
す
。

飛
べ
な
い
鳥
は
脚
力
を
使
っ
て
ジ

ャ
ン
プ
し
て
移
動
す
る
た
め
、
止

ま
り
木
を
多
く
設
置
し
、
足
裏
が

固
い
地
面
に
触
れ
な
い
よ
う
に
人

工
芝
を
敷
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
足
裏
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
に

な
る
よ
う
に
、「
ゴ
ツ
ゴ
ツ
し
た
シ

カ
の
角
」
と
「
ツ
ル
ツ
ル
し
た
ト

ナ
カ
イ
の
角
」
も
設
置
し
て
い
ま

す
。
角
は
当
園
の
ニ
ホ
ン
ジ
カ
と

ト
ナ
カ
イ
の
も
の
で
、
毎
年
生
え

変
わ
る
た
め
、
有
効
活
用
し
て
い

ま
す
。
好
ん
で
角
に
止
ま
っ
て
い

る
姿
が
見
ら
れ
、
こ
れ
か
ら
も
過

ご
し
や
す
い
環
境
を
模
索
し
て
い

こ
う
と
思
い
ま
す
。

■
節
分
イ
ベ
ン
ト

と　

き　

２
月
２
日
㈫
、３
日
㈬

■
バ
レ
ン
タ
イ
ン
Ｚ
Ｏ
Ｏ

と　

き　

２
月
13
日
㈯
、14
日
㈰

■
「
冬
の
臥
竜
公
園
で
野
鳥
を

観
察
し
よ
う
」

と　

き　

２
月
21
日
㈰
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分

定　

員　

20
人
（
要
申
し
込
み
）

申
込
期
限　

２
月
６
日
㈯
～
20

日
㈯

申
込
・
問
合
せ　

臥
竜
公
園
管

理
事
務
所（
☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐

１
７
７
０
）

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
拡
大
防
止
の
た
め
、
イ
ベ
ン

ト
は
縮
小
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

話
題
の
ア
ニ
メ
の
劇
場
版
に
出
て
く
る
「
無
限
列
車
」
に
そ
っ
く
り
な

蒸
気
機
関
車
Ｄ
51
が　

須
坂
市
動
物
園
に
あ
り
ま
す
。

　

左
の
写
真
は
職
員
の
コ
ス
プ
レ
で
す
が
、
コ
ス
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
大
歓

迎
で
す
。
話
題
の
ア
ニ
メ
気
分
を
味
わ
い
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

⁉

▲この蒸気機関車は、Ｄ51形で401番目に製造されたデンダー機関車で

す。1973（昭和48）年に、中央線の電化に伴い使命を終え、須坂市動物

園に来ました。再び走ることはできませんが、鉄道の歴史を物語る貴

重な文化・産業遺産です。Ｄ51形の運転席を見ることができます。

また、南園には遊具のミニＳＬもあります。



2021年２月号・33・

新学校給食センターが完成新学校給食センターが完成

安
心
安
全
な
給
食
を
提
供
し
ま
す

　

県
内
初
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
※
方
式
に
よ

る
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
完
成

し
ま
し
た
。
安
全
で
安
心
な
給
食

を
提
供
す
る
た
め
に
、
最
新
の
衛

生
設
備
を
備
え
、
全
て
が
ド
ラ
イ

仕
様
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

施
設
能
力
は
１
日
４
５
０
０
食
。

こ
の
４
月
か
ら
小
学
校
、
中
学
校
、

特
別
支
援
学
校
16
校
に
給
食
を
提

供
し
て
い
き
ま
す
。

　

事
業
者
は
、
株
式
会
社
須
坂
ス

ク
ー
ル
ラ
ン
チ
サ
ー
ビ
ス
（
出
資

構
成
企
業
９
社
）
で
、
２
０
３
５

年
７
月
31
日
ま
で
施
設
の
管
理
維

持
と
調
理
・
配
達
業
務
を
お
願
い

し
て
い
き
ま
す
。

※
Ｐ
Ｆ
Ｉ
と
は
、Pr

i
v
a
t
e
 
F
i
n
a

n
c
e
 
I
n
i
t
i
a
t
i
v
e

を
略
し
た
言

葉
で
、
公
共
施
設
な
ど
の
建
設
、

維
持
管
理
、
運
営
な
ど
を
民
間
の

資
金
、
経
営
能
力
お
よ
び
技
術
的

能
力
を
活
用
し
て
行
う
手
法
の
こ

と
で
す
。

【
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
変
わ

 

る
こ
と
】

●
炊
飯
器
設
置
に
よ
り
、
米
飯
給

食
時
は
セ
ン
タ
ー
で
炊
飯
し
て
、

「
ご
飯
」を
提
供
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

●
専
用
調
理
室
を
設
置
し
、
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
の
提
供
を
開

始
し
ま
す
。
当
面
は
、
食
物
ア
レ

　

１
月
18
日
に
し
ゅ
ん
工
式

を
行
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
出
席
人
数
を
最
小
限

に
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活

用
し
て
行
い
ま
し
た
。

住　所　大字栃倉420番地１　
問合せ　学校給食センター（☎026‐246‐2104）

ル
ギ
ー
原
因
の
３
品
目
（
乳
・
乳

製
品
、
魚
卵
を
除
く
卵
・
卵
製
品
、

エ
ビ
・
カ
ニ
）
の
除
去
食
を
提
供

し
ま
す
。

※
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
は
60
食
ま

で
対
応
で
き
ま
す
。

●
小
学
校
、
中
学
校
で
同
じ
献
立

に
な
り
ま
す
。

●
セ
ン
タ
ー
か
ら
ご
は
ん
茶
わ
ん

と
箸
を
提
供
し
ま
す
。

※
４
月
か
ら
空
の
弁
当
箱
と
箸
の

持
参
は
不
要
に
な
り
ま
す
。

●
セ
ン
タ
ー
か
ら
小
学
校
に
お
盆

も
提
供
し
ま
す
。　

●
８
月
ご
ろ
ま
で
に
は
、
施
設
見

学
者
向
け
に
、
バ
ー
チ
ャ
ル
リ
ア

リ
テ
ィ
な
ど
の
最
新
技
術
を
活
用

し
た
調
理
疑
似
体
験
で
き
る
設
備

の
導
入
を
予
定
し
て
い
ま
す
。



2021年２月号 ・34・

市内で多発

～特殊詐欺にだまされないで～

　須坂市内の特殊詐欺被害は、2017年から2020年までの４年間で、認知件数は23件、被害

金額は約2,500万円と、大きな被害が発生し続けています。

　最近は全国や県内の発生傾向と同様に、キャッシュカードを対象とした被害が増えてい

ます。

　大切な財産や家族を守るため、特殊詐欺を自分事としてとらえることが重要です。

①【誰もが被害に遭う可能性があります！】…被害者の多くは、自分が「だまされない」と考

　えていますが、被害に遭っています。

②【電話に出ないでください！（留守番電話に設定）】…「オレオレ詐欺」や「還付金詐欺」は、

　手口を知っていてもだまされてしまう傾向にあります。

③【具体的な手口を知ってください！】…「キャッシュカード詐欺盗」や利用料金の未納を名

　目とした「架空料金請求詐欺」などは、手口を知らずに被害に遭う傾向にあります。

≪事例≫

　家電量販店の店員をかた

る者から「あなたの家族が

電化製品を買いに来たが、

カードを渡しているのか。」

と電話があった。続けて警

察官をかたる者から電話が

あって「あなたの家族を名

乗る人が買い物をしたとい

うことだが、キャッシュカ

ードを回収する。」と連絡

があり、暗証番号を伝えた。

その後、自宅を訪れた者に

カードを渡した。このカー

ドを使って現金が引き出さ

れた。

≪事例≫

　金融機関をかたる者から「口

座から現金が引き出されてい

る。調査のため、キャッシュ

カード会社、残高、暗証番号

を教えてほしい」と電話があ

った。その後、自宅を訪問し、

受け取ったキャッシュカード

を封筒に入れると、「封印す

るためはんこが必要」と話し、

はんこを取りに行っている間

に、中身を偽のカードにすり

替えた。封筒とはんこを返却

されたが、不審に思い、数日

後に金融機関に相談。すでに

現金が引き出されていた。

≪事例≫

　携帯電話に「利用料

金の支払いの確認が取

れていない。」とのメ

ールが届いた。電話す

ると、「未納が増え裁

判になる。」と言われ、

指示通りにコンビニで

電子マネーを購入し、

利用に必要な番号を伝

えた。また、別の者か

らの電話で「まだ未払

いがある」と言われ、

数日間にわたり電子マ

ネーを購入し番号を伝

えた。



2021年２月号・35・

※
こ
の
ペ
ー
ジ
を
切
り
取
っ
て
、
通
話
す
る
と
き
目
に
留
ま
る
場
所
に
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

振り込め詐欺チェックシート

●「カバンをなくして、お金が必要」

●「会社のお金を使い込んで、会社にばれた」

●「女性を妊娠させた」

●「交通事故の示談金が必要」

※弁護士や上司、知人を名乗る人物が代理として現金を取りに行くと言われた。

●「詐欺犯が逮捕され、あなたの通帳を持っていた」

●「他人があなたのカードで買物をした」

●「あなたのカードが犯罪に利用されている」

●「新しいカードと交換する必要がある」

●「悪用されないように処理しますので、暗証番号を教えてください」

　などと、カードを預かりに行くと言われた。

●「医療費の還付金がある」

●「今日中に手続きが必要」

●「手続きはＡＴＭでできます」

　などと時間をせかし、無人ＡＴＭやコンビニＡＴＭに誘導し、携帯電話で

　ＡＴＭの操作を指示し、逆にお金を相手に振り込ませます。

□子どもや孫から

□市役所から

□警察官や家電量販店、金融機関などから

➡オレオレ詐欺

➡なりすまし詐欺

➡還付金詐欺

です

です

です

～電話があったら、まずチェック！！～

～その電話はすべて　　　　！！～

困った・おかしい・どうしようと思ったら、すぐに 相談

詐欺

須坂市消費生活センター・特殊詐欺被害防止センター（市役所市民課内）

須坂警察署　☎０２６-２４６-０１１０

　　　　　　　　☎０２６-２１３-７１８８



渋
沢
栄
一
の
掛
け
軸

須
坂
小
唄

2021年２月号 ・36・

　

２
月
14
日
か
ら
放
送
が
始
ま
る

２
０
２
１
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ

マ
「
青
天
を
衝つ

け
」
の
主
人
公
で
、

２
０
２
４
年
度
か
ら
新
１
万
円
札

の
顔
と
な
る
渋
沢
栄
一
の
掛
け
軸

が
、
旧
越
家
で
大
切
に
保
管
さ
れ
、

奥
座
敷
に
は
レ
プ
リ
カ
が
掲
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

旧
越
家
住
宅
は
、
製
糸
王
と
呼

ば
れ
た
越
寿
三
郎
ゆ
か
り
の
建
物

で
、
１
９
１
２
（
明
治
45
）
年
、
息

子
泰
蔵
の
婚
礼
に
際
し
て
購
入
し

ま
し
た
。
１
９
９
８
（
平
成
10
）
年
、

市
が
建
物
を
譲
り
受
け
、
２
０
０

３
年
９
月
、
国
の
登
録
有
形
文
化

財
に
な
り
ま
し
た
。

　

掛
け
軸
に
書
か
れ
た「
青せ

い
え
ん淵

」は
、

日
本
資
本
主
義
の
父
と
さ
れ
る
渋

沢
栄
一
の
雅
号
で
、
書
の
「
悠ゆ

う
ゆ
う々

七
十
七
春

し
ゅ
ん
ぷ
う

風
」
は
渋
沢
栄
一
が
喜

寿
を
迎
え
た
感
懐
を
詠
ん
だ
も
の

で
す
。

　

越
寿
三
郎
は
渋
沢
栄
一
よ
り
二

周
り
後
輩
で
、
本
業
の
製
糸
事
業

の
他
、
銀
行
設
立
、
電
力
会
社
・

化
学
会
社
創
立
な
ど
地
域
の
殖
産

振
興
に
全
力
で
取
り
組
み
、
水
道

施
設
・
病
院
設
立
・
工
女
養
成
所
・

須
坂
商
業
高
等
学
校
の
設
立
な
ど

社
会
事
業
に
も
尽
く
し
、
実
業
界

の
大
御
所
渋
沢
栄
一
を
敬
慕
し
て
、

書
を
依
頼
す
る
と
渋
沢
栄
一
は「
越

雅
兄
」
へ
と
し
て
揮き

毫ご
う

し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

書
は
七
言
絶
句
の
渋
沢
栄
一
得

意
の
漢
詩
で
直
筆
で
す
。
激
動
の

幕
末
維
新
か
ら
の
我
が
生
き
様
を

顧
み
な
が
ら
、
喜
寿
を
迎
え
た
今

の
清
涼
な
心
境
を
記
し
て
い
ま
す
。

　

渋
沢
栄
一
か
ら
贈
ら
れ
た
こ
の

書
は
、
旧
越
家
の
床
の
間
に
大
切

に
掲
げ
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

旧
越
家
住
宅
は
、
地
元
春
木
町

住
民
に
よ
る
「
旧
越
家
ふ
れ
あ
い

ク
ラ
ブ
」
に
管
理
を
お
願
い
し
、

学
習
や
交
流
、
製
糸
の
ま
ち
須
坂

の
観
光
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

住　

所　

大
字
須
坂
４
３
５
‐
２

開　

館　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

※
４
～
10
月
の
開
館
は
午
前
９
時

30
分
～
午
後
５
時
で
す
。

入
館
料　

無
料

問
合
せ　

☎
０
２
６
‐
２
４
５
‐
０

０
０
１

　

須
坂
カ
ッ
タ
カ
タ
ま
つ
り
に
流

れ
る
お
な
じ
み
の「
須
坂
小
唄
」は
、

越
寿
三
郎
が
作
詞
作
曲
を
野
口
雨

情
、
中
山
晋
平
に
依
頼
し
、
山
丸

組
の
工
場
歌
と
し
て
作
ら
れ
た
曲

で
す
。
新
民
謡
の
は
し
り
と
も
い

わ
れ
注
目
さ
れ
ま
し
た
。

　

雨
情
、
晋
平
の
コ
ン
ビ
は
大
正

か
ら
昭
和
に
か
け
て
活
躍
し
、
多

く
の
名
曲
を
残
し
て
い
ま
す
。

　

須
坂
小
唄
は
９
番
ま
で
あ
り
ま

す
が
、
３
番
ま
で
を
紹
介
し
ま
す
。

山
の
上
か
ら　

チ
ョ
イ
と
出
た

お
月　

誰
を
待
つ
の
か　

待
た
れ
る
か

ヤ　

カ
ッ
タ
カ
タ
ノ
タ　

ソ
リ
ャ　

カ
ッ
タ
カ
タ
ノ
タ 

誰
も
待
た
な
い　

待
た
れ
も
し

な
い

可
愛
い
お
前
に　

逢
い
た
さ
に

ヤ　

カ
ッ
タ
カ
タ
ノ
タ　

ソ
リ
ャ　

カ
ッ
タ
カ
タ
ノ
タ 

可
愛
い
私
は　

須
坂
の
町
に　

須
坂
恋
し
か　

あ
の
お
月

ヤ　

カ
ッ
タ
カ
タ
ノ
タ　

ソ
リ
ャ　

カ
ッ
タ
カ
タ
ノ
タ 



遠
とおやま

山（旧姓田幸）愛
め ぐ み

美さん
（野辺町）

　

遠
山
愛
美
さ
ん
は
、
須
坂
市
で

生
ま
れ
育
ち
、
高
校
卒
業
後
は
ア

メ
リ
カ
の
大
学
へ
行
き
、
ア
メ
リ

カ
の
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
を
た
く
さ
ん

見
て
多
く
を
学
び
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
長
野
市
大
豆
島
に
あ

る
ド
ッ
グ
カ
ン
ト
リ
ー
Ｍ
Ｅ
Ｇ
の

代
表
で
ブ
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
務
め
、

全
国
各
地
で
開
催
さ
れ
る
ド
ッ
グ

シ
ョ
ー
に
参
加
し
た
り
、
審
査
委

員
も
務
め
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
普

段
須
坂
市
に
関
し
て
思
っ

て
い
る
こ
と
や
、
考
え
て

い
る
こ
と
な
ど
を
市
民
の

方
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
ま

す
。

　

今
月
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

は
、
長
張
亘
さ
ん
か
ら
バ

ト
ン
を
引
き
継
い
だ
遠
山

愛
美
さ
ん
で
す
。

市
民
リ
レ
ー

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

ド
ッ
グ
シ
ョ
ー

い
つ
か
須
坂
で

シ
ョ
ー
の
審
査
員

　

私
が
幼
少
の
時
か
ら
犬
を
飼
っ

て
い
ま
し
た
。
両
親
が
あ
る
ブ
リ

ー
ダ
ー
さ
ん
か
ら
購
入
し
た
犬
を

展
覧
会
に
出
す
と
、
そ
の
犬
は
と

て
も
褒
め
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
両
親

は
ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
に
参
加
す
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
私
も
中
学
生

く
ら
い
か
ら
、
親
と
一
緒
に
ド
ッ

グ
シ
ョ
ー
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
は
、
犬
の
姿
形
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な
ど
を
審
査
し
ま
す
。
犬
種
ご
と

に
理
想
像
を
定
め
た
標
準
が
あ
り
、

姿
形
や
能
力
、
性
格
な
ど
を
保
存

す
る
た
め
に
定
め
た
も
の
で
す
。

繁
殖
指
針
と
し
て
優
良
な
犬
を
後

世
に
残
し
て
い
く
た
め
に
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
は
交
配
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
ペ
ッ
ト
と
し
て
出
回
っ

て
い
ま
す
が
、
本
来
の
犬
種
を
保

存
し
て
い
く
た
め
、
私
は
バ
ゼ
ッ

ト
パ
ウ
ン
ド
と
い
う
犬
種
を
ド
ッ

グ
シ
ョ
ー
に
出
し
て
い
ま
す
。

　

ド
ッ
グ
シ
ョ
ー
の
審
査
員
は
、

10
年
ほ
ど
前
か
ら
志
し
、
審
査
員

に
な
る
た
め
の
試
験
を
受
験
す
る

に
は
、
自
分
の
ブ
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

で
３
頭
以
上
の
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を

作
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
こ
か
ら
試
験
を
受
け
始
め
、
何

度
も
筆
記
、
実
技
の
試
験
を
パ
ス

し
、
よ
う
や
く
２
年
前
に
全
犬
種

の
審
査
員
資
格
が
取
れ
ま
し
た
。

２
０
１
９
年
５
月
に
は
ア
メ
リ
カ

へ
行
っ
て
審
査
員
を
務
め
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
３
月
に
も
審
査
を
頼

ま
れ
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の
た
め

断
り
、
シ
ョ
ー
自
体
が
中
止
と
な

り
ま
し
た
。

　

審
査
委
員
に
な
っ
て
、
目
線
が

大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
シ
ョ
ー

に
参
加
し
て
い
た
時
は
、
私
の
犬

が
中
心
で
し
た
が
、
一
頭
一
頭
を

犬
種
標
準
に
あ
っ
て
い
る
か
評
価

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
も
っ

と
経
験
を
積
ん
で
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
こ
の
生
ま
れ
育
っ
た
須
坂

が
好
き
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
た
時
、
毎

年
見
て
き
た
臥
竜
公
園
の
桜
を
見

ら
れ
な
く
な
り
、
寂
し
い
思
い
を

し
ま
し
た
。
昨
年
は
コ
ロ
ナ
で
開

催
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
カ
ッ

タ
カ
タ
ま
つ
り
、
え
び
す
講
な
ど

小
さ
い
頃
か
ら
楽
し
ん
だ
記
憶
が

あ
り
、
ま
た
大
勢
の
人
が
参
加
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

　

私
が
属
し
て
い
るJ

K
C

（J
A
P
A
N
 

K
E
N
N
E
L
 
C
L
U
B

）
の
イ
ベ
ン
ト
を

３
年
前
に
福
島
ス
ポ
ー
ツ
広
場
で

計
画
し
ま
し
た
。
一
緒
に
活
動
し

て
い
た
方
が
病
気
で
倒
れ
ら
れ
中

止
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
こ
の
須
坂
で
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
た
い
で
す
。
参
加
者
は
全

国
各
地
か
ら
集
ま
り
ま
す
の
で
、

須
坂
を
知
っ
て
い
た
だ
く
チ
ャ
ン

ス
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
の
影
響
で
ペ
ッ
ト
の
需

要
が
増
え
て
い
ま
す
。
犬
種
に
よ

っ
て
本
来
の
特
性
が
あ
り
、
柴
犬

は
屋
外
で
飼
わ
れ
る
の
を
好
み
ま

す
。
ま
た
、
こ
ん
な
に
体
が
大
き

く
な
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
と
い

う
飼
い
主
さ
ん
も
い
ま
す
。
か
わ

い
い
だ
け
で
飼
う
の
で
は
な
く
、

飼
い
た
い
犬
の
特
性
を
知
っ
て
先

を
見
す
え
て
飼
う
こ
と
が
、
犬
に

と
っ
て
も
幸
せ
に
つ
が
な
り
ま
す
。



「マチイロ」 「マイ広報紙」

　

スティックアップルパイ

■リンゴ…１個　　　　■砂糖…大さじ２

■レモン果汁…小さじ２■シナモン…少々

■春巻きの皮…６枚　　■サラダ油…適量

■クリームチーズ…60g

【材料】 （６本分）

信州須坂の台所
　レシピ投稿検索サイト「クックパッド」に、須坂市

公式キッチン「信州須坂の台所」を掲載しています。

　その中から、毎月おすすめ料理を紹介します。

「クックパッド」須坂市公式キッチン

49

　今月のレシピの作り方を動画で
ご覧いただけます。
　レシピ動画は、１分程度です。

15分調理時間

食べ物マメ知識

　リンゴの皮にはポリフェノール、食物

繊維、βカロテンが多く含まれ、皮ごと食

べるのがおすすめです。

スマホやパソコンなどで
『広報須坂』を読めます

レシピ動画（第35弾）

１本分の栄養成分　
■エネルギー…132kcal   　■脂質…8.5g
■炭 水 化 物…12.8g　　　 ■塩分…0.1g　　　     
■たんぱく質…1.4g　　　　

リンゴは芯を取り、皮ごと１㎝角の大き

さに切る。クリームチーズも１㎝角の大

きさに切る。

③

①

②

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

鍋に①のリンゴ、砂糖、レモン果汁を入

れてやわらかくなるまで煮て、手で触れ

られるくらいまで冷まし、シナモンを振

り入れて混ぜる。

◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆【作り方】

　
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇
◆
◇

その他 ０ ８ 11

昨年
同期

０

★災害情報

火　災

傷　者

救急出動

その他 46 582 647

救  助

交通事故

交通事故

急　病 128 1288 1565
11 116

１ 10 ７

１ 18 18

185 1972 2328

死　者 ０ ２ ０
０ ５ ２

２ 28 17

12月
昨年
同期

 2020年
１～12月

★交通事故

12月  2020年
１～12月

２傷者

件数

死者 １ １

３

◎火災・救急・救助は
　局番なしの119
◎火災などの問合せは
　消防情報ダイヤル
　☎026‐245‐1119

135

116

106

102

95

人口・世帯数

2021.1.1現在の住民登録者数
による集計、（　）内は前月比

人口・・・・・・・・50,340（+ ２）
 男 ・・・・・・・・24,499（+ ４）
 女 ・・・・・・・・25,841（- ２）
世帯・・・・・・・・20,241（+ ５）

よ
も
や
ま
ば
な
し

▼
今
月
号
で
９
０
０
号
に
な
り
ま
す
。

特
別
号
と
し
て
表
紙
は
い
つ
も
と
違
い
、

過
去
か
ら
つ
な
が
っ
て
い
る
デ
ザ
イ
ン

に
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
力
量
が
な

く
こ
の
よ
う
な
表
紙
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
特
別
企
画
も
掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
お
読
み
く
だ
さ
い
。
（
岡
田
）

▼
昨
シ
ー
ズ
ン
は
記
録
的
な
降
雪
の
少

な
さ
で
し
た
が
、
今
年
の
冬
は
、
北
陸

や
東
北
で
は
災
害
級
の
積
雪
を
観
測
し

た
所
も
あ
り
ま
し
た
。
長
野
県
の
場
合

は
、
観
光
面
で
は
雪
が
降
ら
な
過
ぎ
る

の
は
困
り
ま
す
が
、
降
り
過
ぎ
る
と
大

き
な
弊
害
が
あ
り
ま
す
ね
。　

（
小
池
）

▼
魚
へ
ん
に
「
弱
」と
書
い
て
鰯

イ
ワ
シ

と
読
み

ま
す
。
漢
字
を
見
る
と
情
け
な
い
イ
メ

ー
ジ
で
す
が
、
節
分
に
お
い
て
は
鬼
を

追
い
払
う
力
を
持
ち
、
さ
ら
に
栄
養
が

豊
富
な
の
で
、
た
く
さ
ん
食
べ
れ
ば
鬼

を
も
倒
せ
る
「
炭
治
郎
」
の
よ
う
に
強
く

な
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。　

（
浦
野
）

春巻きの皮に、②とクリームチーズを乗

せて巻く。

④
180℃に熱した油で、③をきつね色になる

まで揚げる。

発
行
日
　
2
0
2
1
年
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行
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URL https://www.city.suzaka.nagano.jp /
Eメ

ー
ル
 info@city.suzaka.nagano.jp

印
刷

部
数

1
9
,
7
0
0
部
（

印
刷

経
費

１
部

あ
た

り
約

40円
）

印
刷
　
株
式
会
社
オ
フ
セ
ッ
ト


	広報須坂 2021年2月号　第900号
	900号特別企画
	新型コロナウイルス感染症の対応
	2020年度須坂市一般会計補正予算第10・11号が成立しました
	税の申告はお早めに
	須坂市の申告相談の日程と会場

	国民年金保険料のお支払いには前納があります
	「マイナンバーカード」の受け取りと「マイナポイント」の取得方法
	人間ドック受診補助制度をご利用ください
	須高地域の医療を守ろう義援金
	コロナ禍の今だからこそ「フレイル」を予防しましょう
	ながの子育て家庭優待パスポート事業の協賛店舗を募集
	コロナ禍での人権擁護委員活動　人権擁護委員　嶋倉德子さん
	やっぱりカレーだねフェス
	地域おこし協力隊員の活動報告
	各町の区長さんを紹介します
	市長のいきいき通信
	カレンダー（見開きでご利用ください）
	情報ファイル
	日曜日・祝日の当番薬局
	休日緊急診療室（小児科・内科）
	各種健康相談
	２月の乳幼児健康診査・相談・講座、予防接種
	公民館だより
	みんなの広場　お便り紹介コーナー
	市報クイズ
	子育て支援センター・児童センター
	ビューティフルネーム
	みてみて すざかしどうぶつえん
	蒸気機関車Ｄ51
	新学校給食センターが完成
	特殊詐欺にだまされないで
	振り込め詐欺チェックシート

	渋沢栄一の掛け軸
	市民リレーインタビュー
	信州須坂の台所「スティックアップルパイ」


